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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあ0ます。 
また、まの仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあ D ます。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

♦ま高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグび 
内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤って 
&<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 

異なった種類や指定し:!がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

♦フロントガラス、および運転席•助手席のドアガラスに着色フィルム（含む 
透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりで 
なく、不正改造につなびるおそれびあります。 


呂〇 








[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を仏い、安全運転をむびけて<だ 
さい。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を飲ん 
だとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。八ンズフ1」一し U がの自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状にな0、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター- 
発炎筒などでやけどしたり、 運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確保するためのを意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P . 90) をお読みください。 


[保話および点検について 


イ呆証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 
(法律で義務付けられています） 
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本書の中の表示について 


警告•を意-知識について 


乂警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


A ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれびあります。 


白知識 


機能の説明や操作方法の説明し U 外で巧っておいていただをたいこと、知っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

く>スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
を示しています。 

^操作後の作動（フタが開<など）を示して 
います。 
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1-1 •キーの取り扱い 

キ— 


お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 

n キー（ワイヤレス機能装着） 

ワイヤレス機能の作動 
(^ p . 吕巳） 

曰キー（ワイヤレス機能非装着) 
且キーナンバープレート 


□ B □ 



白知識 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財布の中など）に保管して<ださい。万一、キーを 
紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一から新しいキーび作製でをます。 
レ P . 2曰 3) 

■航空機に柔るときは 

航空機にワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内でワイヤレスキーのス 
イッチを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単に 
スイッチび押されないよラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び 
発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


/?\迂 意 

■キー の故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所に置いたり、めらしたり 
しないで < ださい。 

• キーを磁気のあるちのに近付けたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないで<ださい。 

♦キーを 分解しないでください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレス U モコン 


ドアを施綻-解綻できまず。 



n 全ドアを施錠ずる 
0全ドアを解錠ずる 


白知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告 ブザー 

ドアまたはバックドアガラスび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよラ 
とすると、ブヴーび鳴ります。ドアまたはバックドアガラスを完全に閉めてか 
ら、ちラー度施錠してください。 

■電池の消耗について 

電池の標準的寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しなくてち電池は消 
耗します）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池と交換してください。（一 P . 22己） 

■解錠操作のセキユリテイ機首目 

解綻操作後、約3 0秒しツ内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動 
的に陆錠されます。 


吕已 




















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある状況 

なのよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くにテレビ塔や発電所-放送局-空港など強い電波を発生する設備、電波 
式のオーディオ機器など電波を発生する電子機器-大型ディスプレイびある 
とさ 

♦無線機や携帯電話' コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦複数のワイヤレスキーび近くにあるとを 
♦ワイヤレスキーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
♦近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 
♦ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
■販売店で設定可能な機首目 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 279) 


呂巨 



1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア 


ワイヤレス機能、キー、ドア□ックスイッチを使って施綻•解綻でき 
まず。 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 2已 

■キー 

n 全ドアを解錠ずる 
0全ドアを施錠ずる 



ドア□ツクスイッチ 



n 全ドアを施錠ずる 
0全ドアを解錠ずる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■□ックレバー 



□ ドアを施錠ずる 
曰ドアを解錠ずる 

運転席ドアは、□ックレバーび施 
綻側になっていてち、車内のドア 
八ンドルを引 < と開け日れます。 


キーを使わずに外側か5フ□ント席ドアを施錠ずるときは 

I 过 M 1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる 

inm ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

キーびエンジンスイッチに差し込まれているとさは施錠されません。 


呂8 

























A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず使用する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。特に、運転席はロックレバーび施錠側になつ 
ていてもドアび開くため、ミ主意してください。 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地' ドアと壁などのあいだび狭い場所'強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動さにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉し 
て < ださい。 


- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

アクセスドア （ U ヤドア） 


室内のドアハンドルを使用してアクセスドア（リヤドア）を開けるこ 


とびでさまず。 



n フ□ントドアを大きく開ける 
0アクセスドア （ U ヤドア）の 
ドア八ンドルを引く（車外 
側)、巧ず（車内側） 

且アクセスドア （ U ヤドア）を 
開ける 

フ□ントドアを大きく開けてか5 
アクセスドア （ U ヤドア）を開閉 
して < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■アクセス ドア （ U ヤドア）を開けるとさは 

アクセスドア （ U ヤドア）を開ける前にフロント席の柔員びシートベルトをは 
ずしていることを確認してください。シートベルトび着用されたままアクセス 
ドア（ I 」ヤドア）を開けるとシートベルトびロックしてフ□ント席の乗員びベ 
ルトで締め付けられる場合びあり、重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■アクセス ドア （ U ヤドア）を閉めるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

• ドアを開閉するとをは十分に周囲のま全 
を確かめてください。 

♦ドアを 閉めるとさは、手や指などを挟ま 
ないよラ十分ま意してください。 


A 迂意 

■フ □ントドアとアクセスドア （ U ヤドア）を開閉ずるとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、車両に傷びついたり、損傷する場合びあります。 

♦フロント ドアび完全に開いていない状態でアクセスドア （ U ヤドア）を開閉し 
ない 

♦フロント ドアとアクセスドア （ U ヤドア）を同時に開閉しない 

♦フロント ドアを閉じてからアクセスドア （ U ヤドア）を閉じない 
アクセスドア（ I 」ヤドア）を閉じてからしかフロントドアを閉じることはでき 
ません0 




31 














1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

バックドア 


バックドアは;欠の方法で砲錠-解綻および開けることびでさまず。 


■バックドアの施錠•解錠 

►ワイヤレス U モコン 
一 P ' 2已 

►キー 



n バックドアを解錠ずる 
曰バックドアを施錠ずる 
曰ドア八ンドルを引いてドアを 
開ける 

施綻側にキーを回して保持すると 
バックドアガラスび開きます。 
レ P . 37) 


► ドア□ックスイッチ 
一 P' 27 
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バックドアを開けた状態で保持するには 

次の位置でバックドアを保持ずることびでさまず。 

•半開さ位置 



バックドアを半分ほど開ける 
バックドアを閉めるときには保持 
されません。 



全開位置でバックドアを保持ず 
ることびでさまず。 

n □ックずる 
曰□ックを解除ずる 

バックドアを閉める前に、必ず 
□ックを解除してください。 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車外のちのにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
ります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わ 
め事故につなびるおそれびあ D ます。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■おモ さまを柔せているとさは 

なのことをおずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりするお 
それびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるときは、ま全を確認し、動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

A ' ックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりずるおそれびありまず。 

♦バック ドアステーびロックしていない状 
態で使用すると、バックドアび急に閉じ 
て重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜した場所では、平坦な場所 
よりちバックドアの開閉びしにくく、急 
に八ックドアび開いたり開じたりするお 
それびあります。バックドアを開けて作 
業するとをは、化ずバックドアステーを 
□ ックした状態で行ってください。 
♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
て < ださい。 


♦バック ドアステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりしないでく 
ださい。 

手を挟んだり、バックドアステーび破損したりして、思わめ事故につなびるお 
それびあります。 





3已 

























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦バック ドアにキャ U アなどの重いものを取り付けると、開閉操作のさまたげと 
なるおそれびあります。バックドアへのアクセヴ U —用品の取り付けは、トヨ 
夕純正品を使用することをおすすめします。 

■バック ドアを開けて駐停車ずるときは 

車両後方に停止表示板、または停止表示なを置いて<ださい。バックドアび開 
いていると、非常点滅灯などび見えな<なるため、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 


A 汪意 

■バック ドアステーについて 

バックドアには、バックドアの動をを制限するためのステーび取り付けられて 
います。バックドアステーの損傷や作動不良を防ぐため、なのことをお守りく 
ださい。 



•ビニール 片-ステッカー-粘着材などの 
異物をステーの□ッド部（棒部）に付着 
させない 

• □ッド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U 外のアクセ 
ヴ U —用品を付けない 


♦ステ ーの上に乗ったり、ちのを載せたり 
しない。また、無理な力をかけない 


♦バック ドアを閉める前にバックドアステーの□ックが解除されているのを確 
認してください。 
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. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ックドアガラス 


パックドアは閉じたまま、キーを使用してバックドアガラスのみを開く 


ことびでさまず。 



n キーを挿し込み、施錠側いっ 
ぱいにまわしたまま保持ずる 
とバックドアガラスび少し開 
< 

0ツマミを引き上げてバックド' 
アガラスを持ち上げる 

閉めるときは、バックドアガラス 
をゆっくり降ろしてバックドアに 
巧し付け、確実に□ックします。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■バックドアガラスについて 
バックドアガラスはゆっくりと開いてください。 

■リヤワイパー-リヤウォッシャーの作動中は（リヤワイパー装着車） 

バックドアガラスび開くと、 U ヤワイパー-1」ヤウォッシャーび停止します。 
バックドアガラスを閉めると、作動び再開します。 

■バックドアガラスを閉めたあとは（リヤワイパー装着車） 

バックドアガラスび確実に □ ックされていることを確認してください。 

確実に□ックされていないと、1」ヤワイパー-1」ヤウォッシャーび作動しませ 
ん。 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアガラスを開じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアガラスび車外のちのにあたったり荷物び投 
げ出されたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずバックドアガラスび閉まっていることを確認し 
てください。 

♦走行 龍こバックドアガラスび確実に□ックされていることを確認してください。 
バックドアガラスび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアガラスびま 
然開さ、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 
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A 警告 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびる 
おそれびあ D を険です。 

♦ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアガラスの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアガラスび作動したり、閉めるとさに手' 頭-首などを挟んだ 
りするおそれびあります。 

■バック ドアガラスの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアガラスを開ける前に、バックドアガラスに貼り付いた雪や氷などの 
重量物を取り除いてください。開いたあとに重みでバックドアガラスび落下す 
るおそれびあ0ます。 

♦バック ドアガラスを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 
♦人び いるときは、安全を確認し動かずことを知らせる「声かけ」をしてくださし、。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアガラスび風にあおられ、勢いよく開いたり開じたりするおそれびあ 
ります。 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


♦半開 状態で使巧すると、バックドアガラ 
スび落ちて重大な傷害を受けるおそれび 
あります。 

特に傾斜地では、平坦な場所よりちバッ 
クドアガラスの開開びしにくく、急に 
バックドアガラスび開いたり閉じたりす 
るおそれびあります。化ずバックドアガ 
ラスび全開で静止していることを確認し 
て、使用してください。 

♦バック ドアガラスを閉めるとさは、指な 
どを巧まないよ5十分ま意してくださ 
い。 

♦バック ドアガラスは必ずがから輕く押し 
て閉めて < ださい。 


♦ダン パーステーを持ってバックドアガラスを閉めたり、ぶら下びったりしない 
で < ださい。 

手を挟んだり、ダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につなびるおそ 
れびありを険です。 

♦バック ドアガラスにトヨタ純正品し U がのアクセヴ U —用品を取り付けないで 
ください。 

バックドアガラスの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびありまず。 
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A ま意 

■バック ドアガラスを閉める前に 

キーび車外にあることを必ず確認してください。 

キーび車内にあってちバックドアガラスを閉めることびでさるため、キーを車 
内に閉じ込める可能性びあります。 

■ダン パーステーについて 

バックドアガラスにはバックドアガラスを支えるためのダンパーステーび取り 
付けられています。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお 
守りください。 

雜 ビニール片.ステッカー.粘着材などの 
異物をステーの□ッド部（棒部）に付着 
させない 

参ロッ ド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアガラスにトヨタ純正品し U 外の 
アクセヴ U —用品を付けない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けた0しない 



-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



n 前後位置調整 
曰クッション前端の上下調整 
且シート全体の上下調整 X ’ 
BU クライニング調整 
運転席のみ 


I アクティブヘッドレスト（フ□ント席) 



追突の衝撃によって、乗員の腰び 
シートバックを巧ずことでヘッド 
レストび少し斜め上方に動さ乗員 
のむち巧ち傷害軽減に貢献しま 
す。 
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白知識 

■アクティブへッドレストについて 

シートバックへの衝撃び弱い場合でちアクティブへッドレストび作動すること 
びあります。なお、解除ボタンを押さずにヘッドレストを無理に押し上げると、 
へッドレストの構造部品び出てをますび、故障ではありません。 



シートには防水、撥水加工びされています。ただし、撥水効果は永久ではあり 
ません。効果び低下したとさは市販の撥水スプレーを使用するとある程度回復 
します。 


A 警告 

■ リクライニング調舊について 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さないでください。 

必要し:!上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐ D 、 腹部 
などに強い圧迫を受けたり、肩部ベルトび割こかかるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー ト調整後はシートびをちんと固定されていることを確認してください。 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜 


リヤシートはがりたたむことびできまず。 




>1ヘッドレストをはずし、シート 
ベルトのバックルを格納ずる 


□ック解除ストラップを引き、 
シートクッシヨンを前方に引を 
あげる 


□ック解除ボタンを巧して、背 
ちたれを倒ず 
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I シートクッシヨンの取りはずし方 




工具を使用してボルトを取りはず 
す 

手でゆるめることができるように 
なったらダイヤルでボルトをまわす 
と楽にはずせます。 


留め金からシートクツシヨンを取 
りはずす 


手順 


手順 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート.八ンドル. S ラーの調整のしかた 
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曰知識 


■背もたれをちどせないときは 

シートベルトの□ックを解除してくださ 
し、。 

n 背ちたれの前端を押してシートベルト 
をゆるめる 

曰シートベルトを少しもどす 


■シートクッシヨンを取り付けるときは 

ボルトを取り付ける前に留め金の m をシー 
トクッシヨン裏の巧にさし込む 


工具を使用し、ボルトを締める 

締め付けトルク： 

17 N'm (170 kgf - cm ) 


■防水、撥水加エシート 

シートには防水、撥水加工びされています。ただし、撥水効果は永久ではあり 
ません。効果び低下したとさは市販の撥水スプレーを使用するとある程度回復 
します。 
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-3. シート-八ンドル- S ラーの調整のしかた 


A 警告 

■背 もたれを前倒しずるときは 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行 中に前倒しをしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を柔せて走行しない 
♦お 子さまびラゲージルームに入らないよラま意する 

■背ち たれをちとの位置にもどずとさは 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行 中に背ちたれをちとの位置にちどさない 
♦手 や足を背ちたれに挟まれないよラにする 
♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 
• シートベルトびねじれていたり、挟み込まないよラにする 
♦シー トベルトをもとの位置に正しくもどす 
■シ ートクッシヨンを取り付けたり、取りはずしたりずるときは 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦走行 中にシートクッションを取り付けたり、取りはずしたりしない 
♦シート クッションを取りはずした状態で乗車させない 
♦シー トクッションを固定していない状態で車両に放置しない 
♦取り はずしたシートクッションに座ったり、物を置いたりしない 
♦シー トクッションを落とさない 

♦シート クッションの取り付けボルトはトルクレンチを使用して 
17 N'm (170 kgf ' cm ) でしっかり締めるか、販売店に依頼してください。 
ボルトびゆるんでシートクッシヨンびはずれるおそれびあります。 
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A ま意 

■背ち たれの前倒しやシートクッションを取りはずす前に 

• シートベルトバックルを必ず格納してください。 

参 背ちたれを前倒しする前にへッドレストを必ず取りはずしてください。 

■背ち たれをちとの位置にもどしたり、シートクッションを取り付けた後は 

シートベルトバックルを正しい使用位置に 
ちどす 

各バックルは常にコ’ムバンドに通しておい 
てください。 



-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

へッ ドレスト 


►フ□ントシート 




上下 調整 
n 上びる 
旦下びる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび日操作します。 


上下 調整 
n 上びる 
旦下びる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 


已〇 






曰知識 


I へッドレストを取りはずずとさは 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■フ□ントヘッドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 


I リヤ ヘッド レストに ついて 

使用するとをは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 


A 警告 


I ヘッドレストについて 

なのことをお守0 < ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびお0ます。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 



已1 











1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にすベての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してください。 


• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかった0、肩か日はずれな 
いよラにして < ださい。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけほい位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

参ねじれびないよラにずる 


固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ます。 


解除 

解除ボタンを押しまず。 


■正しく着用ずるには 


j 

i 

1 

1 い 1 STS 13 ACC 07 

■着けち、はずしち 


' / ノ STS 13 ACC 08 


U 

解除ボタニ 

f; 

ノ y 

i 

// STS 13 ACC 09 
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■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n アジャスターを上げる 
曰解除ボタンを押しなび日、ア 
ジャスターを下げる 

■カチツ"と音びして固定されると 
ころまで動かしてください。 


トベルトプリテンシヨナー（フ□ント席) 


前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前方か5の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃のとをは作動しない 
場合びあ0ます。 




-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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-3. シート-八ンドル- S ラーの調整のしかた 


白知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してち□ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 


■巧娠中の女性の場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 己 2) 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけ化 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふ<らみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着巧していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 



■疾患のあるちの場合 

医師にを意事項を確認の上、必ず正し<着用して<ださい。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用できなし V 」ぶなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 81) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已 2) 
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■シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シー トベルトを正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おテさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまは1」ヤ席に座らせてシートベルトを着用させる 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ低い位置に密着させ着用する 

■お 子さまを柔せるときは 

おモさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。誤ってそのようになってしまい、バックルもはずせない場合は、八 
ヴ5などでシートベルトを切断してください。 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 



已已 





-3. シート-八ンドル- S ラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレー トびバックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
なし伯ぶ確認してください。うまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜-シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付けや取0はずし.分解-廃棄など 
は、トヨタ販売店1;(がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SRS エアバッ ヴ/プリ テンシヨ 
ナー警告灯び点なします。その場合は、シートベルトを再使用することびでを 
ないため、化ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運おしやずいように調壁できまず。 

八ンドルを持ち、レバーを引く 




八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にずる 

位置びみ定したら、レバーを離し 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 


I 走行中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで < ださい。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

I A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなび0、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、 
(防眩）でさまず。 



レバーを操作して反射光を減少 

n 通常使用時 
0防眩時 


A 警告 


■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ 
ります。 
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ns ラーを 選ぶ 
(L :左 、 R :ち） 

曰スイツチを操作してミラーを 
上下左ち方向に調整ずる 



1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 
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-3. シート.八ンドル- S ラーの調整のしかた 


I ドア S ラーを格納ずるとさは 


S ラーを手で後方に巧して格納ず 
る 


白知識 

■作動を件 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを5ラーの角度調整びでを 
ます。 

■ 5 ラーが量ったときは （S ラーヒーター装着車） 

5ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでをます。（一 P .170) 
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A 警告 

■走 巧しているとをは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

走巧前に必ず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
し<調整する 

■5 ラーび動いているとさは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびをした D 、5ラーの故障などの原因になるおそれびあ D ます。 

■ 5 ラー ヒーターび作動しているとをは （S ラー ヒーター装着車） 

鏡面び熱<なるのでふれないで<ださい。 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

巧助確認装置 


発進時またはごく低速時に、車両前面と助手席側車両側面を確認ずる 
ときに役立ちまず。 



S ラーび動いてしまったとさ 
は、 S ラー側の突起と台座側の 
突起の位置を合わせて、 S ラー 
の位置ををどします。 


白知識 

■ S ラーに映るおよその節囲 

身長-シートの位置により、確認でをる範囲は異なります。 



n 地面び視認できる範囲 
H 地上約1 m の高さまで視認できる範囲 


STS 13 ACC 03 
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A ミち意 

■補助® 認装置について 

♦補助 確認装置の鏡面部に巧れび付着しているとさは、やわらかい巧などを使用 
してミちれをふさ取ってください。 

•車両 直前•直左部や後ちの確認は、直接確認するかインナー5ラー-ドア5 
ラーなども併用し十分注意して行ってください。 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-4. ドアガラスの開けち、閉めち 

パワーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作ずると、ドアガラスを下記のよラに動かしまず。 


►運転席 




n 閉める 
旦開ける 

且自動全開（運転席のみ ）’X 

&途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


n 閉める 
旦開ける 


I ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧すと、運転席 LU 外の 
ドアガラスび作動不可になりま 
す。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


口知識 

■作動条件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■エンジン OFF をの作動 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約43秒間ド 
アガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作動 
しなくなります。 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 •頭- 首などを挟んだり巻を込んだり 
しないようにしてください。特におテさ 
まへは手などを出さないよラに声かけを 
してくださし、。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれび友0ます。 




己已 


















1- 己.給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けてください。 

■ 給油する前に 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして 
<ださい。 

■ 給油□の開けち 



(給油□のキャップを閉めるとさは 


キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびをち向にみし 
ちど0ます。 



66 







































1-5. 給油のしかた 


口知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ U ン 
■燃料タンク容量（参ち値) 

72 L 


A 警告 

■給油に ついて 

給ミ由前にはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびお0ます。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による火花で燃料に弓 I 乂するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ<0開ける 

キャップを開けるときは、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返すおそ 
れび友0ます。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあ D ます。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあ0ます。 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油 時のを意 

• 給ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ざ足し給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品し:!がのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 


A 迂意 
■給油 するとをは 

指定！;(がのガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン.軽ミ由-巧ミ由-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

•燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1- 已.盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキ ー LU 外で 
はエンジンを始動でさません。 

車両か6離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


キーをエンジンスイッチから巧 
くと、システムの作動を知 b せ 
るためにインジケーターび点滅 
しよ9 〇 

登録されたキーをエンジンス 
イッチに挿し込むとシステムび 
解除され、インジケーターび消 
灯しまず。 


曰知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとき 

♦キーび金属製のちのに接した D 、 覆われているとを 

•キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 


^迂意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあ0ます。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

正しい運おを勢 


巧のま件に合った正しい姿勢で運転してくださし、。 



n まっすぐ座り、背ちたれか日 
背を離さない（一 P . 42) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P ' 42) 

且各装置び操作しやずい背ちた 
れの角度にずる（一 P . 42) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向<よラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 已 7) 

曰へッドレストの中央び耳のい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 已 0) 

0 シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已 2) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走 巧中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッド 
レストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないで<ださい。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
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1- ス安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



n 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
asRs サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩和） 

且 SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和） 
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-7. 安全にお使いいただくために 


目知識 

■ SRS エアバッグび展開すると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やずり傷などを受けることびありまず。 
♦作動音と共に白いガスび発生します。 

♦フロント席-フロントピラー' U ヤピラー' ルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなく、エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ.エアバッ 
グカバ— r ンフレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグ 
そのちのち熱 < なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値娘動もをおもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h のを度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）しツ上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな、衝撃によって移動や変おするもの 
に衝突した場合や、もぐり込むような衝突（例えば、車両前部びもぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
び友0ます。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜 30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）しツ上の場合に作動します。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突がで作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

なのよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 



参縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かつたとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗りこえたとを 

雜ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ) 


フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃•横転、または低速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前方への減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 



参側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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ISRS エアバッグが作動しないとさ 
( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分し U がの側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 

»客室部分しソがの側面への衝撃 
►斜めからの衝撃 



SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃' 横転、またはな速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 

♦前ちからの衝突 
•後ちからの衝突 
♦横転 



STY17AC074 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふ< らんだとを 




STY17AC006 




♦フ□ント SRS エアバッグはふくらまなかつ 
たび、事故で車両の前部を衝突したとを、 
または破損' 変形などびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変おなどびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分•助手席 SRS エア 
バッグのカバー部び傷付いたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 


♦ SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いた D 、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとを 

参 SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロントピラー部- U ヤピ 
ラー部•ルーフサイド部び傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとを 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友 D ます。 

♦運転者と 柔員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場抓こ近い場合は特にを険です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

おテさまびルさくてシートベルトを使用できないときは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめします。 

(一口. 90) 

•シートの 縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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-7. ち全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 



• ドアやフロントピラー • IJ ヤピラー.ルー 
フヴイドレールへ寄りかからない 


♦助手席 や U ヤ外側席では、ドアに向かって 
ひざをついたり、窓から顔や手を出したり 
しない 


♦ダッシュ ボード-八ンドルのパッド部分 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


♦ドア- フ □ントガラス-ドアガラス ■フ 
□ントピラーおよび 1」 ヤピラー、 ルーフ 
サイドレール-アシストグ1」ップなどに 
は何ち取り付けない 


78 





















































-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使 
用しないでください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそ 
れびあります。そのよラなアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフロントピラーガー ニッ 
シュ部に傷び付いていたり、ひび割れびあるときはそのまま使用せず、トヨタ 
販売店で交換して < ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造- 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤って面くらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル.インストルメントバネル.ダッシュボード.シート.シート表皮- 
フロントピラー. U ヤピラー.ルーフサイドレール周辺の修理.取りはずし' 
改造 

♦フロン トフエンダー.フ□ントバンパー.車両客室側面部の修理.改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）.除雪装置.ウインチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1- ス安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とびでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専巧シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は200日年10巧1曰施行の保安基準に適合した IS0FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


I "子供専用シ-卜の適合性~覧表について 

■質量グループについて 

ECE R44 X’の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0次の已種類に分類されまず。 

グループ 0 :1 0kg まで 

グループ 0+ :1 3kg まで 
グループ I : 日〜 1 8kg 
グループ n :1 已〜 25kg 
グループ in : 22 〜 3 日 kg 

この本では代表的な;欠の3種類の子供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

ECE R44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取り付け器 
具の記号にな0まず。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


►ベビーシ_ 



ECE R 44 基準のグループ0、が 
に相当 



ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 
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-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ ' U —の子供 
専用シートに適しています。 

UF : この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ ' U —の前向 
をの 子供専用シートに適しています。 

X :子供専用シートを取0付けることはでをません。 

# :子供専用シートを取0付ける隙は背わたれの角度を最前段位置にして<ださい。 

子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取り扱い説明書ちご確認<ださい。 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 (10 kg まで） 

X 

U 

UF 

0+ (13 kg まで） 

X 

U 

UF 

I ( 目〜1 8 kg ) 

前向を UF * 

U 

UF 

後ろ向を X 

n ( 1 己〜 2 已 kg ) 

UF * 

U 

UF 

皿に2〜 36 kg ) 

UF * 

U 

UF 


運転する前に 
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-7. ち全にお使いいただくために 


I シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
(旧 OFIX 巧麻トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両 IS 0 F 1 X 位置 

U ヤシート 
左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

白 

IS 0/ L 2 

X 

0 (10 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I ( 目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

iUF 

A 

IS 0/ F 3 

iUF 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 


(1) 

X 

皿に2〜36喊 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取0扱いについては、子供専用シート製造業者 
または販売業ちにご相談ください。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ'リーの 
に日 FIX 対応の前向さの子供専用シートに適しています。 

IL :に日 FIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準ミ凡 
用」カテ 3‘ U —の子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取0付けることはできません。 

子供専用 シー トの装着に際しては子供専用 シー トの取り扱い説明書ちご確認<ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


[旧 OFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

侶0円 X 子供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準況用 

0+ (13 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準沉用 


表に記載されていない子供専用シートを使用ずる場合は、子供専用シート聲造業をまた 
は販売業ちにご相談ください。 


日知識 — 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている旧 0 FIX 巧応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それしツ外のち 
のを使用することはでをません。 

■子巧専用シートの還択、使巧について 

♦お子さまに最適な子供専用シートについては、子供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談ください。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
モさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分に大き<、子供専用シートび不必要なお子さまは、 U ヤシートに乗 
せて車のシートベルトを使用してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P . 83) を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したものを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応テ巧専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P . 84) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

Ife 漏 1 I おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 kg の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 k 吕の場合、質量グループは「 I 」になります。 

I お Ml 2 1サイズ等級を選択する 

nn でで確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます 。‘X 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級は忙」■の」 ■ 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 '旧」' 旧1」 ' 
忙」 ' の」び該当します。 

&ただし、 該当のサイズ等級でわ適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に 
「 X 」と記載されているちのは還おでをません。また、 riu と記載され 
ている場合は、 nSOFIX 子供専用シートのリスト」（一 P . 8巳）で指定 
されている製品を使用してください。 
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子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

沉用（ユニバーサル）モ供専巧シートには、 
なに示すマーク-ラベル類びま示されてい 
ます。 

^表示されてぃる位置 • 記号などは、商品に 
よ0異な0ます。 



n 旧0円 X 対応子供専用シートであること 
を术すお术 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

お Ml 2 1で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 


UNIVERSAL 9- 18 kg 



04木*** 


0況用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であること 
をあらわし、併せて、巧象となるお子さ 
まの体重の範囲び記載されています。 



且トップ テヴー(一 P . 90) を 示す マーク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
































-7. 安全にお使いいただくために 


■ 旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向を幼児用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別あ状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を韩児巧チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとを 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取 D 付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 


♦背ちたれを直立状態にする 
♦シートをいちばんラしろに下げる 

参シートベルトの高さをいちばん低い位置 
まで下げる 


■キヤリコツトについて 

キヤ U コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。 
詳し<はテ供専用シート製造業者、または販売業ちにおたずね<ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■モ巧 専用シートを使用しない場合 

♦モ 供専巧シートを使用しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦モ 供専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてな管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1- ス安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを柔せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのををのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取り扱い説明書に必ず従ってくださ 



シートベルトによる取り付け 
(一 P' 92) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー(一 P. 92) 

U ヤシートの外側席に装備されて 
います。（固定専用バーび装備され 
ていることを示すボタンびシート 
に付いています） 
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-7. 安全にお使いいただくために 



トップテヴーアンカー 
UP. 92) 

テヴーベルトを固定するとをに使 
いまず。 

トツプテザーアンカーは U ヤシート 
のそれぞれの座席に装備されていま 
す。 






















-7. ち全にお使いいただくために 


トベルトで固定ずる 




チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 

チヤイルドシートに付属の取0扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
<ださい。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備っていない場合 
は、□ッキングク U ップ側売）を 
使用して固定する 

□ッキングク U ップの購入にあたって 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 
(□ツキングク U ップ品番： 

731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


(旧 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで固定する 



へッドレストをいちばん上まで上 
げる 
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-7. 安全にお使いいただくために 



固定専用バーの位置を確認して、 
チャイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
り付けまず。 

取り付け方法は、それぞれのチャイル 
ドシートに付属の取0扱い説明書に 
従ってください。 


トップテヴーアンカーを上げて、 
アンカーにフックを固定し、テ 
ヴーベルトを締める 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されていることを巧認 
します。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる 
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-7. 安全にお使いいただくために 


目知識 — 

■ トップテザーアンカーを使用しないとをは 



トップテヴーアンカーを下げる 
トップテヴーアンカーは、チャイルド 
シートのテヴーべルトを固定するために 
設計されています。テヴーベルトを固定 
するし U 外での使用はしないで<ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的におテさまを保護するために、必ずお子さまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。お子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、おモさまびフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して、 U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート•フロントピラー- 
U ヤピラー'ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれ 
かけさせないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
危険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお読み 
の上、確実に取り付け、使用ち法をお守り <ださい。使用方法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チャイルド シートを取り付けるとさは 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 
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-7. ち全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるときは 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤシートに取 
り付けて < ださい。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 


A 普告曲!手お SRS エアバッグ 


このシートに、ベビーシートを取りせけたり 
を向きのチャイルドシートを取り巧けないでくださし、。 
また、絶巧 I こお子さまを前巧の前に立たせたり 
膝の上じ抱いたりしないでください。 


エアバッグの衝單により、巧 t または重义な障害に 
まるおそれがあります。 


STY 17 ACC 02 I 

♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー 
卜を5しろ向をに取り付けないでください。 

うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくらん 
だとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびありまず。 
助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文びま示されています。併せて参照 
してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるときは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げて取り付 
けてください。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふくらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよラに 
して<ださしんお守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 
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1-7. ち全にお使いいただくために 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 100 

エンジン（イグニッシヨン） 

スイッチ . 109 

オートマチックトランス 

S ッシヨン . 112 

方向指示レバー . 11已 

パーキングブレーキ . 116 

ホーン（警音器） . 118 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 119 

表示灯/警告灯 . 122 


2-4. その他の走行装置の使い方 


クルーズコント□ール . 134 

ク U アランスソナー . 138 

4 WD システム . 144 

アクティブトラクシヨン 

コント□ール . 147 

U ヤデフ□ック . 149 

運転を補助する装置 . 1已2 

2-5. さまざまな状況での運転 

荷物を積むと舌のを意 ......... 1已7 

寒;令時の運転 . 1已9 


2-3. ライトのつけ方- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 12已 

1」ヤフォグライト 

スイッチ . 128 

ワイパー&ウォツシャー 

(フ□ント） . 129 

ワイパー&ウォツシャー 

(U ャ） . 131 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 133 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむびけて、巧の手順で走行してください。 

■エンジンをかける 

一 P ' ] 0日 

■発進ずる 

屋画函でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
(一 P' 1 12) 

固画互パーキングブレーキを解除ずる（一 P . 1 16) 

國画互ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ 
<0踏み発進ずる 

■停車する 

rnim シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
居画1互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 
(一 P' 11 2) 

■ 駐車ずる 

[glim シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
国画回パーキングブレーキをかける（一 P .]] 日） 

信面爾 可 シフトレノ（一を P にずる(一 P. 1 12) 

あ道の途中で駐車をする場合は、お要に応じて輪止め^を使用して<だ 
さい。 

&輪止めはトヨタ販売店で購入することびでさます。 

国画互エンジンスイッチを "LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
居111[司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


_上り坂の発進のしかた 

Isildl 1 I パーキングブレーキをしっかりかけ.シフトレバーを D にずる 
Ifeilill 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

周 画 [可 車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発 
進する 

曰知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くな D 、 またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンノ f 一やアル5ボデー 
部に取り付けることはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るとをは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでく 
ださい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ぎます。 

■運 面ずるときは 

• 踏み間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセ j レペタ V レの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラ注意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで < ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近 < にあると火災になるおそれびあ 
りを険です。 

• シフトレノ（一を前進側のシフトポジシヨンに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、フレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障につなびるおそれびあ D ます。 

♦ま 内で排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアとバックドア 
ガラスび閉まっていることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を招を 
事故の原因となるほか、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t にをるお 
それびあります。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびできなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車してください。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 270 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーノ（ー ヒートして正常 
に機能しなくなります。レ P . 1 13) 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドアミラ— r ンナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦すべての 柔員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして<だ 
さい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■すべりやすい 路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦水たまり 走行後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いた D して八ンドルをとられ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるとをは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P または N し U 外にあると、車び急発進し、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 

■継続のに ブレーキ付近か5警告音（キーキー音）び発生したときは 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を到 t ブレーキパッドを交換してください。 
必要なとさにパッドの交換び行われないと、□-ターの損傷につなびる場合びあり 
ます。 

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、思 
わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N しツ外にあると、車び急発進して思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どラしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦車び 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦坂道で 停車するときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近くにあると义災につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るとをは 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレーち-炭酸飲料のちなどを車内に放置 
しないで < ださい。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれたり、出火する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働さをして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦まから 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないで<ださい。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死じに 
をるおそれびありを険です。 

♦排気管は ときどき点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブ レーキびめれているとさは、普段よりもま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの違 
いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかからない 
おそれちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないとをは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

♦万ー エンジンび停止したとさは、フレーキペダルをくり返し踏まないでくださ 
し、。ペダルを踏むたびに、フレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障しても、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏むぶ、要びあり、制動距離び長<なります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一 脱輪したとさは 

いずれかのタイヤびちに浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあ 
D を険です。 


A ま意 


■運 お中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
し、運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあります。 

♦坂道で 停まするために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとフレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

国 駐車ずるとをは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあ D ます。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングポンプの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねした 
状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂意 

■走 巧中にタイヤびパンクした5 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦ま両 び異常に傾く 

タイヤびパンクした場合の対処法は、 P . 248を参照してください。 

■冠 水路走行に関ずるミち意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦量 装品びショートする 

•水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは、必ずトヨタ版 
売店で;欠の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン- 才ートマチックトランス=ッション-トランスファー•デイファレ 
ンシャルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト-各ベア U ング-各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニツシヨン）スイツチ 


■エンジンのかけ方 

I ミ团旣 I1I パーキングブレーキがかかっていることを確認する 
I 巧 1112 1 シフトレバーが P の位置にあることを確認する 
固画 互運転席に座ってブレーキペダルをしっかり踏む 
固画!互エンジンスイッチを " START " の位置にまねす 

■エンジンスイッチの{な置 

LOCK " ( OFF ) 



-ステアリング□ックがかか0ま 
す。 

-シフトレバーの位置び P のと 
き、キーを抜を挿しすることが 
でさます。 

“ ACC " 

アクセサ U —ソケットなどの電装 
品び使用でをます。 

_ " ON ’’ 

すべての電装品び使用でをます。 

□ START " 

エンジンび始動でをまず。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 

■キーを " ACC " か5 " LOCK " にまわすには 

旧 11 固 11 I シフトレバーび P の位置にあるこ 
とを確認する 

Ifeildl 21キーを押し込みなびら " LOCK " 
までまねす 



■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア U ングを左ちに動かしなびら、キー 
をまねして < ださい。 


■エンジンが始動しないとさは 


エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 
(一 P. 日日） 

■キー巧き忘れ警告ブザー 


キーび挿してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとき、 
運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジ 
ンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


/?\汪 意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または" ON ’’ 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを さ台動ずるとさ 

♦一度に 30砂しツ上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 








2-1 .運転のしかた 

才ート7チックトランス5ッシヨン 


状況に応じてシフトポジションを選択してください。 
■シフトレバーの動かしち 



◄-エンジンスイッチび" ON " の状態で、ブレーキペダルを踏 
んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止め 
てか5行ってください。 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■リバース 警告 ブザー 

シフトレノ '(一を R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせます。 

■クルーズコント□-ルを使って走行しているとき（装着車のみ） 

シフトレバーを D から4へシフトダウンしても、エンジンブレーキは効をませ 
ん。（一 P ' 1 34) 

■シフトレバーを P か6シフトでさないとさは 

一 P . 262 

■ AI - SHIFT について 

AI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適なシフトレン 
ジに切りかえます。 

AI - SHIFT は、シフトレバーを D にしているときに自動的に作動します。 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフト 

ポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジンの始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行& 

4 

通常走行 

3 

坂道走行 

2 

下り坂走行 

L 

急な下0巧走行 


X ’燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び横すベりやスピンの原因になりますので注意して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 


レ/ (—操作により、;夕のよラに運輯ちの意思を表示ずることびできまず。 

n 左折 
0ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側方向指示な 
び点滅します。 

Q ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示な 
び点滅します。 


曰知識 
■作動条件 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 
■表示巧の点滅び異常に速くなったときは 

方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


■パーキングブレーキをかける 



ブレーキ ペダルを踏みな び 日、 
パーキングブレーキレバーを 
いっぱいまで引さ上げる。 
ブレーキ警告なび点なします。 


■パーキングブレーキを解除ずる 



n レバーを少し引さ上げる 
曰ボタンを巧ず 
且完全にレバーを降ろず 


白知識 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

「寒;令時の運転」（一 P . 159)の記載を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 汪意 
■走 巧前のミち意 

パーキングフレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 


運転するときに 
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八ンドルのトブ周辺部を巧 
すとホーンび鳴りまず。 


■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。固定び不十分だと 
ホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 已ス 


2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 



n タコ六一夕一 

毎分のエンジン回転数を示しまず。 

旦 スピード ーター 
車両の走行速度を示します。 

且 電圧計 

バッテリーの充電状態を示しまず。 

凸 水温計 

エンジン冷却水の温度を示しまず。 

且 燃料計 

燃料残量を示します。 

0オド一夕一/卜 U ップーター切りかえボタン 
-^P. 120 

Q オドーター-卜 U ップ一夕一 
♦オドーター 

走行した総距離を表示しまず。 

♦ 卜 U ップ ーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、トリップ A - 卜 U ップ目の2種類で使い分けることができます。 
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2-2. メーターの 見ち 


I まザの切りかス 

ボタンを巧ずごとに次のよラに切りかわりまず。 

n オド メーター 
0 卜 U ップメーター八※ 

且卜 U ップ メーター 巨※ 

* :巧し続けると0にもどります。 



I メーター照度調整 

ダイヤルをまわしてメーター照明の明るさを調整できまず。 

n 明る<なる 
0暗< なる 


曰知識 

■バツテリー端テの脱着をしたときは 

バツテ U —端子の脱着を行ラと、なのデータは U セツトされます。 
♦卜 U ツプメータ ー A 
• 卜 U ツプメータ ー B 

バッテ U —を脱着後は、オドメーターび表示されます。 
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2-2. メーターの 見ち 


A ま意 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

書 水温計の針び H のレツドゾーンに入ったとさは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちに安全な場所に停車して<ださい。完全に;令えたあと、エンジ 
ンを確認してください。（一 P . 2己 7) 


運転するときに 
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2-2. メーター の見方 

表示な/警告'な 


メ—夕—. センターパネル内の表示;0 . 警告幻でお車の状況をお知5 
せしまず。 

► メーター 



STS22ACC06 

►センターパネル 
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2-2. メーターの 見ち 


I 表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 


方向指示表示な 
(一 P ' 11己） 


ぐ皆 


( 点滅） 



巧 


へッドライト 

上向き表示灯（一 P . 1乙己） 

セキュ U ティ表示好 
(一 P . 已 9) 

シフトポジション 
表示打（一 P . 11 2) 


W 


U ヤフォグライト表示口 

UP . 128) 


( 点滅） 

残 

OFF 


A-TRAC 




法 


酷 


クルーズコント□ール 
表示な* (^ P . 1 34) 

ス U ップ表示な 
(^ P . 147,1己 2) 


VSC OFF 表示口 
(^ P . 1己 3) 

A - TRAC 表示灯* 

UP . 147) 

4 WD 表示口 （^ P . 1 44) 

U ヤデフ□ック作動 
表示な* (^ P . 149) 

TRC OFF 表示灯 
(^ P . 153) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見ち 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 245) 


(©) 

(©) 

C3 

a 

が 1 が 1 条 

《 ※本 

PASSENGER み 

At 知よ L 

A/T P 

を 

曲图风 


(点打）（点滅) 


《作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " にずると点灯し、数秒後また 
はエンジンをかけると消灯しまず。点灯しない場含や点打したままのとをは 
システム 異常のおそれがあ0まず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■を 全装置の警告なび点なしないとをは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告なび、エンジンを始動しても点な 
しない場合や点なしたままの場合は、事故にあったときに正しく作動せず、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。ただちにトヨ 
夕販売店で点検を受けてください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


































2-3. ライトのつけち-ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


へッドライトなどを点好できまず。 

レバーの端をまわずと、次のよラにライトび点灯しまず。 

— 車幅灯-尾灯-番号巧を 
点灯 

=〇上記ライトとへッドライ 
卜を点灯 


|)\イビームにずる 

n ライト点灯時八イビームに切0 
かえ 

レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちど0ます。 

曰レバーを引いているあいだ、八イ 
ビームを点な 

ライトび消灯していてち、八イビーム 
び点灯します。 

レバーを 離すと、 □ービームに ちど 
る、または消灯します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


I 手動光軸調壁ダイヤル 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさまず。 



n 上向さに調整 
曰下向さに調整 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

乗員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転ちと助手席柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

1 

全乗員 

ラ ゲージルーム 満載時 

2 

運転者 

ラ ゲージルーム 満載時 

2 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


白知識 

■ライト消し忘れ防止機首目 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にして運転席ドアを開ける 
と、ヘッドライトと尾灯び消なします。 

再びライトを点灯する場合は、エンジンスイッチを "ON" にするか、一度ラ 
イトスイッチを OFF にもどし、再度—または 匿 D の位置にします。 


A 汪意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

リヤフォグライトスイッチ 



白知識_ _ 

■点なを件 

へッドライトび点なしているとをのみ使用でさます。 

■リヤフォグライトについて 

♦ U ヤフォグライトび点なしているとさは、メーター内の表示なび憧色に点な 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を巧らせるために 
使用します。 

視界び悪いとさし i (がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあります。 
必要なとさしツ外は使用しないでください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


INT" を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることびでさ 
まず。 

次のよラにレノ（一を操作して、ワイパーの作動を遇おしまず。 
ワイパーの間欠時間を調整でさまず。 

-口間欠作動 （ INT ) 




STS23ACC06 


曰な 速作動 ( L 0) 
且高速作動 （ HI ) 


Q 間欠ワイノ（一の作動頻度(減) 
曰間欠ワイノ（一の作動頻度(増) 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 



0ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一び連動して作動しまず。 


白知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが"日 N " のとき 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノ刀レ 
のつまりを点検して < ださい。 


A 迂意 

■フ □ントガラスが乾いているときは 

ワイバーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液げ出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまつたとをは 

ノズルびつまつたとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォツシャー（リヤい 


巧のよラにレバーをまわして、ワイパーの作動を選択しまず。 

n 間欠作動 （ INT ) 

通ち作動を3回行ったあと間欠作 
動を行います。 

曰通常作動 （ ON ) 

且ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 
H ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 


曰知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが"日 N " で、バックドアガラス （^P. 37) が閉まってい 
るとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノ刀レ 
のつまりを点検してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


A 汪意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ オッシヤー液が出ないときは 

ウオッシヤースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードのま結を防ぐために 
使用してください。 


ON/OFF を切りかえる 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1 已 分で自動的に OFF にな0ま 
す。 


白知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが "ON " のとさ 


A 警告 
■作動 中の警告 

フ□ントウインドウガラス下部、およびフ□ントピラー横の表面が熱くなって 
お0、和けどをするおそれがあるのでふれないで<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール* 


アクセルペタルを踏まなくてち一定の速度で走巧でさまず。 




n クルーズコント□ール表示灯 
0クルーズコント□ールスイッチ 


ON - OFF スイッチを巧して、シ 
ステムを ON にずる 

メーター内のクルーズコント □- 
ル 表示な び 点なします。 

OFF にするには、再度スイッチを 
押します。 


希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定ずる 

レノ（一を離したとさの速度で定ま 
走行でをます。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























2-4. その他の走行装置の使いち 


■設定速度を変えるには 

設定速度を変えるには、希望の速度になるまでレバーを操作しま 
す。 

n 速度を上げる 
曰速度を落とす 

微調整：レバーを上または下に軽 
く操作して手を離す 

調整：希望の速度になるまでレ 
バーを保持する 


設定速度は、次の通0に増減されます： 

微調整：レバー操作するごとに約1 .6 km/h 
調整：レバーを保持する間 

■定速走行を解除ずる-復帰させる 

n 解除するには、レバーを手前 
に引く 

ブレーキ ペダルを踏んだとさわ解 
除されます。 

旦定速走行にちどすには、レ 
バーを 上げる 

レバーを上げると、わとの定速走 
行にちどります。ただし、実際の 
速度び約40 km/h l ^ TF になると 
設定速度び消去されるため、復帰 
しません。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 — — 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D または4レンジのとを設定でをます。 

♦速度は約40〜約100 km/h の範囲で設定でをます。 

■車速設定をの加速について 

♦通常走行と同様にアクセル操作で加速でさます。加速後、設定速度にもどりま 
す。 

♦クルーズコントロールをキャンセルしなくてち、希望の速度まで加速して、 
レバーを下げることにより設定車まを変更することびでをます。 

■定を走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定速度より実際のを度び約1日 km/h し iLh 化下した 
♦実際の速度び約40 km/h liTF になった 
♦ VSC び作動した 

■定連走行中にクルーズコント□-ル表示なが点滅したときは 

ON-OFF スイッチでシステムを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でをないとを、またはすぐに解除されるとをは、システム異常のおそれび 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコントロールを使用しないとさは、 ON-OFF スイッチでシステムを 
OFF にしてください。 

■ クルーズコント□-ルを使用してはいけない状況 

なの状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死亡につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下0坂 

急な下り坂では設定車速し U 上になることびあります。 

♦車両 けん引時 
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2-4. その他の走行装置の使いち 

ク U アランスソナー 


クリアランスソナーは、車両と障害物とのおおよその距離を超音波セ 
ンヴーによって感知して、ブザー音で運転ちにお知5せしまず。 

■センサーの位置 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■クリアランスソ ナース イッチ 



ON/OFF 

スイッチを巧すとクリアランスソ 
ナーは日 N にな0、表示灯が点灯 
するととわにブヴー音が鳴0ま 
す。 

日 FF にずるには再びスイッチを巧 
します。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 距離表示の見方 

ク U アランスソナーび作動したとさ、障害物と車両とのおおよその距離 
をブヴー音でお知らせしまず。 



車と障害物 
との距離 n 

約1己〇〜1日〇 cm 

約1日日〜己0 cm 

約已日 cm 政下 

ブヴー音 

断続音 

速い断続音 

連続音 


[障害物を感知でさる範囲 



□ 約 1 50cm 

感知できる範囲は左図のとお0です。 
ただし、障害物がセンサーに近付をす 
ぎると感知でをません。 

障害物の形状•条件によっては、感知 
でさる距離が短<なることや、感知で 
をないことがあ0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


目知識 

■作動条件 

♦エンジンスイッチび" ON " のとを 
♦シフトレバーび R にあるとを 


A 警告 

■クリアランス ソナーをお使いになる前に 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦車両の 速度び約 lOkm / h をこえないようにしてください。 

♦センサーの 感知範囲、作動速度には限界びあります。車を後退するとをは、必 
ず車両周辺（特に車両側面など）の安全を確認し、ブレーキで速度を十分に制 
御し、ゆっくり運転してください。 

♦センサーび 感知する範囲にはアクセサ U - 用品などを取り付けなし巧ください。 

■センサーについて 

なのとを、ク U アランスソナーび正常に作動しないことびあり、思わめ事故に 
つなびるおそれびありを険です。ま意して運転してください。 

♦センサーに 氷•雪•ミ尼などび付着したとを用又り除けば、正常に復帰します） 

♦センサー 部び凍結したとを（解ければ、正常に復帰します） 

特に低温時にはず結などにより異常表示び出たり、障害物びあってち感知しな 
いことびあ0ます。 

♦センサーを 手などで覆ったとを 
♦炎天下 や寒;令時 

♦凸凹 道-坂道-砂利道-草むら走行時など 

♦他 車のホーン.オートバイのエンジン音 • 大型車のエアブレーキ音 • 他車のク 
1」アランスソナーなどの超音波を発生するちのび近付いたとを 

♦どしゃぶり の雨や水しぶをびかかったとを 
♦車両 姿勢び大をく傾いたとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

• 市販のフェンダーポール、無線機アンテナを車に付けたとを 
♦背の 高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとを 
♦標識な どのちのによっては感知距離び短くなります。 

♦バン ノて一真下付近は感知しません。 

センサーより化いちのや細い巧などは、一度感知してち接近するとま然感知し 
なくなることびあります。 

♦センサーに 障害物び近付をすざたとを 

♦バンパー やセンサー部付近にちのをぶつけたとをや、たたくなどの強い衝撃を 
与えたとを 

♦トヨ タ純正品し U がのヴスぺンシヨンを取り付けたとを 

障害物のおが-条件によっては感知でをる範囲び短くなることや、感知でをな 
いことびあります。 

■正 巧に感知でをないことがある障害物 

なのよ5なものは感知しないことびあります。ま意して運転してください。 

♦針金 .フェンス.□-プなどの細いちの 

♦綿- 雪などの音波を吸収しやすいちの 

♦鋭角 的なおのちの 

♦背の ほいちの 

♦背び 高く上部び張り出しているちの 

特に人は巧類の種類によってち検巧でをない場合びありますので、常に目視で 
確認してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 汪意 
■洗車 時のミち意 

高圧洗車機を使用して洗車するとをは、センサー部に直接水をあてないでくだ 
さい。強い水圧により衝撃び加わり、正常に作動しなくなるおそれびあります。 


運転するときに 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

4 WD システム 



H4 • N • L4 モードに切りかえるとメーターに 4WD 表示灯び点なし 
ます。 

nH2 (八イレンジ 2WD) 

市街地や高速道路などの乾燥した舗装路面を一般走行ずる場合に 
使用します。 

通常はこの位置で使用しまず。 

曰 H4 (ハイレンジ 4WD) 

悪路-氷雪路-砂地など、すべりやすい路面を走行ずる場合に使用 
しまず。 

0N (ニュートラル） 

動力の伝わ b ない状態。 

この位置では走行でさません。 

QL4 (□-レンジ 4WD) 

悪路-砂地-めかるみ-深雪路などでと<に大さな駆動力を必要と 
するとさや急な降坂路を走行ずるとさに使用しまず。 


トランスファーレイ（一を操作して駆動系の作動げ態を切りかえまず。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


白知識 — — 

■ H 2 と H 4 の切りかえについて 

♦速度を80 km/hliTF にしてからトランスファーレバーを H2 から H4 に切り 
かえてください。が気温び化い場合は切りかえびでさないとさびあります。 
そのとをは速度をさらになくするか、停止してから切りかえてください。 

♦ H4 から H2 にトランスファーレバーを切りかえたとさにメーターの 4WD 表 
示なび消えないとさは周囲の安全を確認して加減速または後退して<ださ 
い。 

■ H 4 と L 4 の切りかえについて 

停車してからシフトレバーを N にしてトランスファーレバーを操作してくださ 
し、。 H4 から L4 に切りかえたときは自動的に VSC び OFF になります。 

■4 WD 走行について 

長期間 4WD 走行を行わないとさは、前輪駆動部品のオイルを循環させるため、 
月に1回程度は 4 WD 走行を行ってください。 

4WD 走行を乾燥した舗装路面で行ラ場合は、周囲の安全を確認し、トランス 
ファーレバーを H4 に切りかえてから徐行で数 m 程度まっすぐ走行してくださ 
し、。走行後は必ずトランスファーレバーを H2 に切りかえてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 
■走行 中の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 

それび友 D ます。 

♦脱輪な どによ D、 いずれかの車輪び亩に浮いているとをは、むやみに空転させ 
ないで < ださい。 

♦車両 旋回中やま輪空転中は、トランスファーレバーの操作は行わないでくださ 
い。 

♦タイヤび 空転中に急激なブレーキ操作をしないでください。 

♦乾燥した 舗装路面および高速道路では必ず H2 で走行して<ださい。 H4 また 
は L4 で走行すると駆動系部品に悪影響を与え、駆動系のオイルちれや焼をつ 
をなどにより、思わめ事故につなびることびあります。また、タイヤの早期磨 
耗や燃料消費量の悪化につなびることびあります。 

♦ H4 または L4 での急旋回は避けてください。急旋回した場合、タイトコーナー 
ブレーキング現を（フレーキをかけた状態と同じよラな現象）を起こし、運転 
しにくくなります。これは前•後輪の回転差のため起さる現象で、異常ではあ 
りませんびを険ですので避けてください。 

• トランスファーレバーは H4 または L4 の位置に確実に操作してください。 H4 
または L4 の位置に入ってないと、動力び伝わらなかった D、 坂道での駐車時 
にシフトレバーび P に入つていても車両び動を出すおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

アクティブトラクシヨンコントロール* 


すべりやすい路面や険しいオフ□—ドでの発進時や加速時に生じる 
車輪の空區を4輪別々に抑制ずると期こ、車両の方向安定性と駆動力 
を確保しまず。 

■使用ずるとをは 

国丽で停車してか日シフトレバーを N にしてトランスファーレバー 
を L 4 にずる 



A - TRAC スイッチを巧ず 

A-TRAC 表示なび点なします。 
OFF にするには再びスイツチを巧 
します。 


アクティブトラクシヨンコント□-ルび作動したときは 



前後輪び空転したとさは、アク 
ティブトラクシヨンコント□-ル 
の作動を表示するために、ス1」ッ 
プ表示灯び点滅しまず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■リヤデフ□ック使用中は（リヤデフ□ック装着車） 

アクティブトラクシヨンコントロールは、約巨 km/h し U 下でしか作動しません。 

■アクティブトラクシヨンコント□-ルの作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後や、フレーキをくり返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦システムび作動すると、ま体や八ンドルに振動を感じますび、異常ではあ D 
ません。 

■アクティブトラクシヨンコント□-ルを長時間作動ずると 

ブレーキシステムび異常過熱するおそれびあるため、フヴー音び鳴0、作動を 
自動的に中断します。（通常走行は可能です） 


A 警告 

■アクティブ トラクシヨンコント□-ルの効まを発揮できないとき 

すべりやすい路面では、アクティブトラクシヨンコント□-ルび作動していて 
を、車両のち向ま定性や駆動力び得られないことびあります。車両のち向ま定 
性や駆動力を失ラよラな状況では、特に慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

リヤデフロック* 


リヤデフ□ックは、すべりやすい路面や凹凸のある路面でタイヤび空 
転ずるとさにのみ使用ずる緊急脱出用の装置でず。特に後輪が空転し 
ているとさに効果を発揮しまず。 


ON/OFF を切りかえる 

スイッチを押ずと、リヤデフ□ッ 
ク作動表示灯が数秒間点滅し、 I 」 
ヤデフ□ックが完了すると表示灯 
び点灯にかわ0ます。 

表示灯び点灯したら、システムび 
使用でをます。 

わう一度巧ずと、リヤデフ□ック 
状態が解除され、表示灯が消打し 
まず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■ U ヤデフ□ツクスイッチ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■リヤデフ □ ックの使用手順 

U ヤデフ□ックを使巧する前に、まず、脱出でさそ5な場合は、トランスファー 
レバーを L 4 に切りかえて脱出を試みてください。それでち脱出でをない場合 
は、 U ヤデフロックを使用してください。 

♦タイヤび止まっていることを確認してからロックしてください。 

♦脱出でをたら、ただちに U ヤデフ□ック状態を解除してください。 

■リヤデフ□ック使用中は 

U ヤデフ□ック状態のとをは、 ABS 警告な . VSC OFF 表示なび点なします。 
また、 ABS 、 ブレーキアシスト、 VSC 、 TRC は作動しません。 

■リヤデフ□ック状態自動解除機能 

トランスファーレバーを H 2 または H 4 にすると、 U ヤデフ□ック状態び解除 
されます。 

U ヤデフ □ ックスイッチび ON のまま走行を続けないでください。 

■リヤデフ□ック使巧後は 

U ヤデフ□ック作動表示な- ABS 警告灯び消灯したことを確認してください。 

■ リヤデフ□ック作動表示なについて 

• U ヤデフの切りかえ作動中は表示なび点滅します。 

♦ U ヤデフ□ックへ切りかえたとさに、表示なび点滅し続けた場合は、停車し 
操作をやり直してください。 

Li (上を実施してち、表示なび点滅し続けたとさは、 4 WD システムに異常びある 
おそれびあります。この場合、 U ヤデフロックの切りかえはでをません。ただ 
ちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■リヤ デフ□ックを使用ずるにあたって 

なのことをお守〇< ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦一般 走行中に使用しない 

-直進性び非常に強くなるため、舗装路では、非常に曲びりに<<なります。 

-雪や氷の路面では安定した旋回びでさな<なります。 

-片側のタイヤのみびすべりやすい路面にある場合、減速時や加速時に車両 
の向さび急にかわ0やす <な0ます。 

♦空転び 止まるまで使巧しない。 

♦ U ヤデフ□ック状態では、8 km / h し U 上で走行しない。 

• U ヤデフ□ックの使用後はすぐにスイツチを OFF にし、スイツチを ON にした 
まま走行しない。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を補助する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて;欠の装置び 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にま意してください。 

■ ABS (アンチ□ックプレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ざ、ス 
U ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ〇大をなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル） 

急な八ンドル操作や、すべ0やすい路面で旋回するとをに横すベ0を抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべ0やすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 


|TRC - VSC び作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
き、タイヤび空転したときは、 
VSC • TRC の作動を表示ずるため 
に、ス U ップ表示巧び点滅しまず。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[ TRC や VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出ずるときに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでをエンジンの出力び上び日ず、脱出び 
困難な場合びありまず。このようなときに VSC OFF スイッチを巧ずこ 
とにより、脱出しやずくなりまず。 

■ TRC を停止ずるには （ H 4 モード時） 

TRC を停止ずるには、スイッチを 
巧しまず。 

TRC OFF 表示なび点なしまず。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちど0ます。 


■ TRC と VSC を停止ずるには （ H 2 または H 4 モード時） 

TRC と VSC を停止ずるには、停 
車時にスイツチを巧し3秒じ(上保 
持しまず。 

TRC OFF 表示口と VSC OFF 表示口 
び点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 — — 

■スイッチを巧さなくてち TRC OFF 表示なび点なしたとを 

TRC び作動でをない状態になっています。トヨタ販売店にご相談ください。 

■TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にした場合でも、エンジンを再始動すると自動的に TRC 
と VSC は作動可能状態にちどります。 

■TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、速度び高くなると TRC は作動を再開し 
ます。ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、速度による作動再 
開はありません。 


■TRC が長時間作動ずると 


ブレーキシステムび異常過熱するおそれびあるため、ブヴーび鳴り、メーター 
に TRC OFF 表示灯び点灯し、機能び自動的に作動停止します。（通常走行は可 
能です） 

しばらくして 、 TRC OFF 表示なび消えれば TRC び作動可能になります。 

■スリップ表示なが点なしているときは 

VSC • TRC のいずれかのシステムに異常びあります。 

トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 

■ ABS • ブレーキアシスト - VSC • TRC の作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後や、フレーキをくり返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

. ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を こえたとを (雪に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短< する装置ではあ D ません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 旧-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなぎ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効まを発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向ま定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の方向ま定性や駆動力を失ラよラな状況では、 
特に慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にずるとをは 

TRC や VSC は駆動力や車両のち向安定性を確なしよラとするシステムです。 
そのため、必要なとさし U 外は TRC ■ VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたとをは、路面状況に応じた速度で、特に慎 
重な運転をむびけて < ださい。 

■スリ ップ表示なが点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常にま全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。表示なび点滅した 
とさは特に慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■タイヤを 交換ずるとをは 

4輪とち指定されたサイズで、同じメーカー•ブランド-トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 277) 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS • VSC ■ TRC び正常に作動しません。 
タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

巧巧を積むとをのま意 


安まで快適なドライプをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
する 


A 警告 

■積んで はし、けなし、もの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
•スプ レー宙 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守りください。お守りいただかないと、思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守 D いただかないと、ブレーキペダル' アクセルペダルを正しく操作でをな 
かったり、荷物び視界をさえざった0、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

-運転席足元 

-助手席や1」ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりとま定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れび友0ます。 

♦シー ト背ちたれより高いちのをラゲージルームに積まないでください。 

急ブレーキや事故の際に、投げ出され、乗員を傷付けるおそれびあります。 

♦後 席のシート背もたれを巧りたたんで、寸法び長い荷物を積むときは、できる 
だけ前席シート背ちたれの真ラしろには積まないでください。 

♦ラ ゲージルームに人を乗せないで<ださい。柔員用には設計されていません。 
柔員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 

お守 D いただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

• 荷物を積み過ざないで < ださい。 

♦荷重を 不巧等にかけないようにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでな<、八ンドル操作性やフレーキ制御のほ 
下によ0思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
なびるおそれびあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

寒を時の運お 


寒;ち時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

• 次のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち同ーサイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェーン 
はタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： 一 P . 200) 

■運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイノ（一び凍結したときは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を解かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


■駐車するとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止め X ’をしてください。 

^輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでをます。 


曰知識 


■寒を地用ワイパーブレードについて 


♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあ0ます。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法については、なの指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行ラ 
♦後2輪に取り付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取り扱い説明書に従ラ 
♦取り付け後0.己〜 1.0 km 走行したら締め直しを行5 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを化ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なぜり、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル-急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失5のを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 迂意 

■タイヤ チェーンの使用について 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品(がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦アル =ホイール装着ま：アル5ホイールにタイヤチェーンを取り付けると、ホ 
イールに傷び付くことびあります。 

■フ □ントウインドウガラスに付いたかを除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 

-グ□ーブボックス…. 

-フ□ントカップホルダー 
- U ヤカップホルダー 
-ボトルホルダー ....... 

-ル物入れ . 


ま巧装備の巧い方 3 


3-1 .エアコン.デフオッガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 164 

リヤウインドウデフォッガー 

(曇0取 0). 170 

3-2. オーディオの使い方 

ステア U ングスイッチ . 171 

アンテナ . 172 

3-3. 室内巧のつけ方 

室内灯一覧 . 17已 

-パーソナルライト . 176 

-インテ U アライト . 176 


3-5. その他の室内装備の使い方 


サンバイヴー . 184 

バニテイミラー . 185 

時計 . 186 

アクセヴ U —ソケット . 187 

アームレスト . 188 

フ□ァマット . 189 

ラゲージルーム内装備 ......... 191 


8 9 0 12 3 
7 7 8扫扫8 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

7ニユアルエアコン 



I エアコンの設定 

■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（を）へまわず。 



び巧されていない場合は、送風または暖房で使用でをます。 


■ 風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず。 
送風を止めるときはダイヤルを OFF の位置に合わせる。 
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吹を出し□を切りかえるには 

吹き出し口切りかえダイヤルをまわし、吹き出し口を遇ぶ。 

ダイヤル位置を各吹き出し□のあいだにずると吹き出し□を細かく還択でをま 



上半身に送風 


上半身と足元に送風 



足元に送風 


-1. エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


室内装備の使い方 


16已 


































!- l . エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 



足元に送風-ガラスの曇りを取る 


STS31ACC05 



ガラスの曇りを取る 

自動的に外気導入に切0かわ0ます。 



A/C ) を押してエアコンを日 N にす 
ると曇0が早く取れます。 


I夕+気導入-内気循環を切りかえるには 

(^) を巧^ 

ボタンを押すごとに外気導入-内気循環が切0かわ0ます。内気循環を選択して 
いるときは、 f 占) の表示灯が点灯します。 
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■1. エアコン.デフォッガーの使いち 


風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


►中央吹さ出し口 



風向さの調整 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


►左ち吹さ出し口 



n 風向きの調整 
曰□欠さ出し□の開閉 


白知識 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 


■のき出し□を•ソにしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■外気温度び0 ° C 1 •ソ下のとを 



を押してちエアコンび作動しない場合びあります。 
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A / C の作動表示なが点滅しているときは 


をいったん OFF にして、再度 ON にしてください。作動表示なび点な 
すれば使用でをます。点滅したままの場合は、システムの異常び考えられます 

ので、 ( MC ) を OFF にして、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


乂警告 


I フ□ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
さ出し□切 D かえダイヤルを巧をの位置に合わせないでください。か気とガラ 
スの温度差でガラスの外側び曇り、視界をさまたげる場合びあります。 


/ K ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要しツ上にエアコンを使用しないでください。 


-1. エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの量りを取るときや、ドアミラー X ’か5雨滴や霜を取 
るときにご使用ください。 


ON/OFF を切りかえる 

リヤウインドウデフォッガーは、約 
1已分で自動的に OFF になります。 
外気温などの状況によっては、作動 
時間び長<なります 


% S ラーヒーター 装着車 



口知識 

■作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■ S ラーヒーターについて （5 ラーヒーター装着車） 

U ヤウインドウデフ オッ ガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し 
ます。 


A 警告 

■ 5 ラーヒーター 作動中の警告 （S ラーヒーター 装着車） 

ドア5ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるのでふれ 
ないで < ださい。 


イ\ 迂意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因になります。 


170 


































3-2. 才ーディオの使いち 

ステアリングスイッチ 


トヨタ販売店で装着したナビゲーションシステムや、才ーディオを操 
作ずることができまず。 

モードの切り替えや CD 、 ラジオなどの操作については、装着された 
オーディオにより異なる場合や、操作でさない場合びありまず。 

販売店オプションのナビゲーションシステムや、オーディオの操作ち法は、各 
取扱書をご覧ください。 

n 音量を調節ずる 
曰巳 D 、 ラジオなどの操作 
且電源を入れる、モードを切0 
替える 


I 電源を入れる 

を巧ず 

スイッチを長巧しするとオーディオの電源び OFF になります。 

-装着されたオーディオにより■ピッ"と音び鳴ることがあ0ます。 

I"モー ドを切り替える 

電源び ON のとさを巧ず 

巧すごとにモード （ CD 、 ラジオなど）び切り替わりまず。 

I 音量を調節ずるには 

已丘）の+または一を巧ず 

スイッチを巧し続けると、音量を連続して調節でをます。運転のさまたげにな日 
ない適度な音量でお聞きください。 



室内装備の使い方 


171 






























3-2. 室内なのつけ方 

アンテナ 


アンテナを取りはずずことびでさまず。 

■アンテナの取りはずし 



付属のレンチをアンテナに取り 
付ける 

レンチはグ□-ブボックスに収納 
されています。 


レンチでアンテナをゆるめ、取 
りはずず 


■アンテナの取り付け 



固定されるまでアンテナを手で 
締める 
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3-2. 室内灯のつけ方 



レンチで1/8回転に〇〜4已 
度）させてしっかり締める 

締め付けたあとは、レンチをアン 
テナか5取りはずしてください。 


曰知識 


■レンチについて 

付属のレンチを使用したあとは、なくさないよラにグ□ーブボックスにな管し 


て < ださい。 


A ま意 


■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよ5な場合は、アンテナを取りはずしてください。 

♦自動 洗車機を使ラとを 

♦車庫の 天井などにアンテナび接触するとを 

♦カー カバ'一をかけるとを 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラに 
ま意してください。また、走行前には必ずちとどおりに取り付けてください。 


室内装備の使い方 
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3-2. 室内灯のつけ方 


A 迂意 

■レンチの 使用について 

♦アンテナの 取り付け'取りはずしをするとをは、付属のレンチを使用してくだ 
さい。 

♦ボディーを 傷つけないよラにま意して使用してください。 

♦アンテナを 締め付けすざないよラに取り付けてください。 

締め付けすざると、アンテナび破損するおそれびあります。 

♦アンテナの 取り付け•取りはずしをするために、付属のレンチしツ外は使用しな 
いでください。アンテナ表面を傷つけるおそれびあります。 
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3-3. 室内なのつけち 

ま巧巧一覽 



0フ□ントインテ U アライト 
且パーソナルライト 
Q エンジンスイッチ照明 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内灯のつけ方 


パーソナルライト/インテリアライト 


I パー ソナルライト 

ライトを点灯-消口ずる 



■インテ U アライト 

►フ□ント 



n ドアポジション（ドア連動) 
且 OFF 
且 ON (点打） 



n ドアポジション（ドア連動) 
且 OFF 
且 ON (点な） 
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白知識 — 

■イル S ネーテッドエント u — システム 

ドアの施錠/解錠-ドアの開閉•エンジンスイッチの位置により、インテリア 
ライト‘ X び自動的に点な-消なします。 

^インテ U アライトの両方共に、スイッチの位置びドアポジションのときに作動し 
ます。 

■自動消な機能 

♦バーソナルライトび点なしたままの場合、エンジンスイッチからキーび抜か 
れると約30分後に自動消なします。 

♦半ドア状態でインテ U アライトスイッチびドアポジションのとをに、インテ 
U アライトび点なしたままの場合、約30分後に自動消なします。 

■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧； 一 P . 27日） 


A 迂意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、長時間点なしないでください。 


3-3. 室内灯のつけち 

インテ U アライト 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使いち 

収納装備-覽 



0グ□ーブボックス 
且ル物入れ 
Q カップホルダー 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないもの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 
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3-4. 収納装備の使いち 



グ□ーブボックス 



レバーを 引さ上げる 


乂警告 


I 走行中の警告 

グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグ□ーブボックスび体にあたったり、収納してい 
たものび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびありま 
す。 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


フ□ントカップホルダー 


I フ□ントカップホルダー 



曰知識 


■カップホルダーのサイズを変更したいとさは 

カップホルダーのアダプターを取0はずすこ 
とびでさまず。 
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A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙1；(がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 


リヤカツプホルダー 



曰知識 


I 仕切りを取りはずずには 



ベース部分を持って仕切りを弓 I さ上げます。 


3-4. 収納装備の使い方 

フ□ントカツプホルダー/リヤカツプホルダー 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


リヤカツプホルダー/ボトルホルダー 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙1；(がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 


■ボトルホルダー 



曰知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ-おによっては収納でをないことびあります。 


A 迂意 _ 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 
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3-4. 収納装備の使いち 


ル物入れ 


ボタンを巧ず 


フタを持ち上げる 



■走行 中の警告 

ル物入れのフタを必ず開じて<ださい。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カノ（一を開ける 








3-5. その他の室内装備の使い方 

時計 



曰知識 

■時刻が表示されるとを 

エンジンスイッチが " ACC " または " ON " のとを 
■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテ U —端テの脱着を行ラと、時計のデータは U セツトされます。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ u — ソケット 


1 2 V /10 A 未満の電気製品を使ラときの電源としてお使いください。 

フタの下側を引さ上げて開ける 



曰知識 


I 使用を件 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 


A 迂意 

■ショート や故障を防ぐために 

巧し込み□に異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用し 
ないとさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

12 V /1 0 A をこえないようにしてください。 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、アクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくだ 
さい。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト 



角度の調整： 

IfedMi I アームレストを一度一番 
上まで上げ、その後一番 
下まで下げる 

固圆互お好みの位置までアーム 
レストを上げる 

アームレストび固定される 
と、下げることはでをなくな 
0ます。下げたいとさは一度 
一番上まで上げてください。 


A 迂意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のフ□アマットを、フ□アカーペットの上にしっか 
りと固定してお使いください。 



固定フック（クリップ）にフロ 
アマット取り付け巧をはめ込む 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーを まねして、フ□アマッ 
卜を固定ずる 

& A マークを必ず合わせてください。 


固定フック（クリップ）の巧状はイラストと異なる場合びあります。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 


なのことを化ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専用のフロアマットを使用する 
•固定 フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 
♦他の フロアマット類と重ねて使用しない 
♦フロア マツトを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 
■運転ず る前に 



♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行ラ 


参 エンジン停止およびシフトレバーび P の 
が態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ 
□アマットと干渉しないことを確認する 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■ デッキフック 



■フック 



フックを起こして使用してくだ 
さい。 

フックを使って荷物を固定するこ 
とびでさます。 


積荷ネットや買い物袋などをか 
けるフックでず。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


■ ル物入れ 



ツメを巧しなび日フタを手前に 
開さ、取0はずず 


A 警告 

■デッキ フックを使用しないとさは 

けびをしないよラに、必ずもとの位置にもどしておいてください。 

■走行 中の警告 

ル物入れのフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあ〇を険です。 

■フックに ついて 

♦とくに 重たいものや大をなものをフックに吊り下げないでください。 

フックび巧れたり、走行中にはずれたりするおそれびあります。 

最大荷重： 4 k 呂 

♦積 荷ネットと買い物袋などを一緒に吊り下げないで<ださい。 

フックにさちんとかからず、走行中にはずれたりするおそれがあります。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 194 

内装の手入れ . 197 

タイヤについて . 200 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 204 

電球（バルブ）の交換 . 207 

ヒューズの点検-交換 ......... 218 

キーの電池交換 . 22已 

ウォッシャー液の補給 . 227 

エアコンフィルターの 
交換 . 229 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなびら、車体-足まわり-下まわりの順番に上から下 
へミちれを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわらかいをので洗ラ 
• ミちれびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面のミちれを落としてわ水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;を 
えているとをにワックスをかける（およそ体温じ I 下を目安としてください） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し< 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


口知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前はおずアンテナをもとどおり取り付けて、ド 
ア5ラーを復帰状態にちどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

■高圧洗車機を使ラとをは 

♦ま内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

• 洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近付けすざないでください。 

近付けすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ U ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあ D ます。 
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4-1. お手入れのしかた 


■アル5ホイール（アル5ホイール装着車） 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないで<だ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパー、 サイド モール デ イング および オーバーフ I ンダー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂意 

■塗装の 努化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ 5な場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール-花粉.摘液.鳥のふん-虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

•ほこり•ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール イ呆菅時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へな管 
してください。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機を剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあ D ます。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよラなとさはアンテナを取りはずしてください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
参 カーカバ'一をかけるとを 
■アンテナの 取りはずしについて 
♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラに 
注意してください。また、走行前にはおずもとどおりに取り付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふき取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラずめた洗剤をやわらかい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約巳％の水溶液までラすめたちのを使用して<ださい。 
• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわ日かい巧で表面の水分をふき取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなミちれを取る 

• スポンジややね日かい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてか日巧れを落とし、固< しぼったされ 
いな布で洗剤をふさ取る 



197 




4-1 .お手入れのしかた 


白知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 
シートベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびあ〇を険 
です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P . 72) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや離出しク U -ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 迂意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色 •しみ•塗装はびれの原因になるため、なの溶剤は使用しないでください。 
-シートしが4の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶き ij や酸性またはアル 
力 U 性のを剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール-その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや難出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■まの 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるためになのま意をお守り<ださい。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする 
特に夏場は曰陰で車を保管する 

♦ビニール 製-プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
に張0付<おそれびあるため、革張りの上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび簡びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるときは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

• 熱線を引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付けられていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己,000 km ごとに行ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していた0、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）のち無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

► 265/70 R ]7 1]已3装着車 

図でおずよラにタイヤの□一 
テーシヨ ンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨン 
をおすすがします。 



STY43ACS08 


200 


















4-1. お手入れのしかた 


Xタイヤび;令えているとさの空気圧 

■タイヤ関連の部品を交換するとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 
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タイヤサイズ 

空気圧^ 

[kPa(k 旨/ cm 2 )] 

前輪 

後輪 

26己/ 70R17 

11己 S 

220(2.2) 

220(2.2) 

24己/ 60R20 
107 H 

220(2.2) 

220(2.2) 

応急用タイヤ 
(24 己/ 60R20 
107H 装着車） 
26己/ 70R17 

11己 S 

220(2.2) 

220(2.2) 


■タイヤ空気圧の数値 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 



► 24 已/己 0 R 20 107り装着車 



図でおずよラにタイヤの□一 
テーシヨ ンを行う 

タイヤの摩耗巧態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨン 
をおすすめします。 


曰知識 


お手入れのしかた 














































4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ' バイアスベルテツドタイヤ'バイアスプライタイヤを混在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤをミ居在使用しない 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両のち向ま定性-制動距離など）び発揮されない 


202 





4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■タイヤ 交換時のま意 

♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けて < ださい。 

テー) て一部を外側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
ます。オイルやグ U —スびねじ部についている場合はふを取ってください。 


/?\迂 意 

■走 巧中に空気もれが起こった6 

走行を続けないで < ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に対ずるま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ' 
ホイール. 車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットびみし浮を上び0ま 
す。 



レバーを引さあげて、ボンネッ 
卜を開ける 


白知識 

■バッテリー端子をはずずときは 

バッテ U- 端テをはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ1」一端子をはずすとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になった D 、 また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびありを険です。 

■けび を防ぐために 

♦走行 後のエンジンルーム内は高温になっています。熱くなった部品にさわると 
やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。 

♦ボンネットを 開ける前にエンジンスイッチを " LOCK " にしてください。作 
動中の部品に巻を込まれてけびなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。 
しばら<たってからボンネットを開けてください。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラに注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 




吕〇已 









4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂意 

■ ボンネットやダン/ くーステーヘの損傷を防ぐために 

♦ボン ネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

♦ボン ネットには、ボンネットを支えるためのダンパーステーび取り付けられて 
います。ダンバーステーの損傷や作動不良を防ぐため、なのことをお守り < だ 
さい。 

-ビニール片' ステッカー-粘着材などの異物をステーのロッド部（棒部） 
に付着させない 

•ロッド部を軍手などでふれない 

-ボンネットにトヨタ純正品しツ外のアクセヴ U —用品を付けない 
-ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

mm (バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 277) 

■フ□ントのバルブ位置 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


[電球交換のしかた 

■へツドライト 




ゴムカパーを取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


手順 



STY43AC038 



留め金を取りはずず 


電球を取0はずず 

巧しい電球を取り付けるとをは、電球 
と取0付け巧の切〇夕をを合わせて 
<ださい。 


国！[司取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 車幅な 




電球を取0はずず 


^3 g 3 l 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ント方向指示兼非常点滅灯 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


imm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■サイド方向指示兼非常点滅打 



ライト本体を取りはずす 
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固画囚取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


I 尾灯/制動'灯•後退 I 灯 



バックドアを開け、カパーを取り 
はずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを卷いて保護 
してください。 


ソケットをはずず 
n 尾な/制動巧 
0後退な 



電巧を取りはずず 
n 尾な/制動巧 
曰後退打 


取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤ方向指示兼非常点滅!打/リヤフオグライト 



ボルトを取りはずず 



n カノ（一を開ける 
0ソケットを取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取0はずず 

nu ヤ方向指示兼非常点滅な 

曰 U ヤフォグライト 


國圆[互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

■番号灯 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


国！ [互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

■ その他の電球 

八イマウントストップライトの電球び切れたとさは、トヨタ販売店で 
交換してください。 

白知識 

■へッ ドライトのゴムカバーを取り付けるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 

〇ゴムカノ（一の外周をしっかりとはめ込む 

a コムカバー内周（電球まわり）を全周に 
わたり電球の金具部分び確認でさるまで 
押し込む 


■番号なのカバーを取り付けるとさは 

必ずノ f ッキンをもとどおりに取り付けてください。パッキンび正しく取り付け 
られていないと、水び入る原因になります。 

イマウントストップライトについて 

八イマウントストップライトは数個の LED で構成されています。もし LED び 
ひとつでち点なしないとをは、トヨタ販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

なのようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
参ライト内に水びたまっている 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配な方は、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライ トは消灯してください。消灯直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。 

やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、またはへッドライト内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してくださし、 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検•交換 


ライトがつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒユーズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を巧ってください。 


固画！でエンジンスイッチを " LOCK " にずる 
[ m [司ヒューズボックスを開ける 
►エンジン ルーム 


IB 


酸 

^八 -/1。バ 

: f ' ^- ■> 1 V-STS43ACC08 


►運転席足元 


ツメを押しなび日、カバーを持 
ち上げる 



カノ（一を取0はずず 


218 


















































4-2. 簡単な点検-部品交換 



固画互故障の状況か日、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 220)で確認ずる 



ヒューズはずしでヒューズを弓 I 
さ抜くことびでさまず。 


国圆互ヒューズび切れていないか点検ずる 

D 正常 




I ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換しま 
す。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ろ]圓刚因 


345678910 


[2 : 













[16] 

[17] 











[18] 

C19] 


I—I I—I I—I 
20 2122 


C -1 K -1 1^-1 C ~I I— I |~1(― I I— I I— I I— I I— I (― I (― I I— I 

\ \ \ \ 23 24 25 26 27 28 29 30 3132 

_ nJ I_^ I_^ l—J I_I I _I I_ I I_I I _ I I_I I_I I_ I I_I I_I 
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STS43ACC17 


I ヒューズの配置と負荷 

■エンジンルーム 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

2 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

3 

TOWING TAIL 

15 A 

未使用 

4 

RR FOG 

10 A 

U ヤフォグライト 

已 

OFFROAD LP 

1 己 A 

未使用 

巨 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストップライ 
卜、 ABS 、 TRC 、 ァクティブトラク 
シヨンコントロールシステム、 VSC 、 

燃料噴射システム、シフト□ック 

7 

DEICER 

20 A 

フロントワイパーデアイサー 

8 

AUXLP 

ISA 

未使用 

曰 

TOWING 臣 RK 

30 A 

未使用 

10 

0 巨 D 

7.5 A 

ダイアグノーシス 

11 

HEAD (LO RH ) 

10 A 

へッドライト（ち） 

12 

HEAD (LO LH ) 

10 A 

へッドライト（左） 

13 

HEAD (HI RH ) 

10 A 

未使用 


DTJDTJTJ 

1 2 3 4 5 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

HEAD (HI LH ) 

10 A 

未使用 

]已 

E 円 N 0.2 

10 A 

燃料噴射システム 

16 

IN 」 

10 A 

燃料噴射システム 

17 

DRL 

7.5 A 

未使用 

18 

DEFOG 

30 A 

U ヤウインドウデフ ォッ ガー 

19 

DEFOG N 0.2 

10 A 

燃料噴射システム 

20 

DOME 

10 A 

インテ U アライト、パーソナルライ 
卜、エンジンスイッチ照明、時計、 
メーター 

21 

RADIO N 0.1 

20 A 

オーディオ 

22 

ECU - 目 

10 A 

エアコン、メインボデー ECU、SRS 

エアバッグシステム 

吕3 

ALT-S 

7.5 A 

充電系 

24 

AI-VSV 

10 A 

AI システム 

2已 

HORN 

10 A 

ホーン 

26 

A/F HEATER 

ISA 

燃料噴射システム 

27 

TRN-HAZ 

ISA 

方向指示好、非常点滅な 

28 

ETCS 

10 A 

燃料噴射システム 

29 

E 円 

20 A 

EFI N 0.2、燃料噴射システム 

30 

TOWING N 0.2 

30 A 

未使用 

31 

DR/LCK 

20 A 

ドア□ック、メインボデー ECU 

32 

TOWING 

1 己 A 

未使用 

33 

RADIO N 0.2 

20 A 

オーディオ 



221 



























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 運転席足元 



STS43ACC18 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒユーズの受け持つ主な装置名称 

1 

に N 

10 A 

燃料噴射システム、 ABS 、 VSC 、 TRC 、 
アクティブトラクシヨンコント□-ル 
システム、 SRS エアバッグシステム 

2 

GAUGE 

7.5 A 

メーター 

3 

WIP 

20 A 

ワイパ ー& ゥォッシャー 

4 

4 WD/DIFF 

20 A 

4 WD システム、 U ヤデフ□ック 

已 

ACC SKT 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

巨 

IGl N 0.2 

10 A 

エアコン 

7 

WSH 

20 A 

ワイパー&ウォッシャー、メインボ 
デー ECU 

8 

ECU - に 

10 A 

A 目 S 、 VSC 、 TRC 、 アクティブトラ 
クシヨンコント□ールシステム、バッ 

クドア□ック、シフト□ック、メイン 

ボデー ECU 

白 

に 1 

10 A 

ち向指示好、充電系、 ABS 、 VSC 、 
TRC 、 アクティブトラクシヨンコント 

□-ルシステム、後退灯、ク U アラン 
スソナー、 U ヤデフロック、メーター 

10 

STA 

7.5 A 

始動系、アクセヴ U —ソケット 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

11 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明 

12 

TAIL 

10 A 

尾な、番号灯、車幅な、メーター照明、 
照明系 

13 

ACC 

7.5 A 

シフト□ック、ドア5ラー、オーデイ 
才、アクセヴ U —ソケット、時計、メ 
インボデ~ ECU 


曰知識 


■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P ' 20の 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリーか S の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り < ださい。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量し U がのヒューズ、またはヒューズな外のちのを使巧しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

• ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 汪意 

■ヒュ ーズを交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 


■用意ずるもの 

• ルさいプラスドライバーなど 
• U チウム電池 CR 20] 日 

■ 電池交換のしかた 



ネジをはずして、カパ'一を取0 
はずず 

矢印のち向に巧してカバーを取0 
はずしてください。 


モジュールを取0出ず 


コインなどを使用してモジユー 
ルカバーをはずし消耗した電池 
を取0出ず 

新しい電ミせは+極を上にして取0 
付けます。 


UllRI 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 



吕2已 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■電池び消耗していると 

なのよ5な状態になります。 

♦ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 
■リチウム電池 CR 2016 の入手 
電池はトヨタ販売店' 時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


/?\迂 意 

■交換を、 正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 


22巨 









4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の捕給 


液面が LOW の位置に近付いた 
日ウォッシャー液を補給する 


曰知識 


ウォッシャー液の膜び張つているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの巧部より 
下まわった （LOW の位置まで低下した）ら、 
ウォッシャー液を補給してください。 


乂警告 


■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンが熱いとを和エンジンがかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないで < ださい。 

ウオッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、エンジンなどにかか 
ると出火するおそれがお0危険です。 


■ゲージの使い方 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 汪意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめ方 

必要に応じて水でラすめてください。水とウオッシャー液の割合は、ウオッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルターの交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に交換して < ださい。 

■ 交換のしかた 

居面团でエンジンスイッチを " LOCK " にずる 



グ□ーブボックスを開さ、ダン 
パーステーのピンをはずず 


グ□ーブボックスの側面を内側 
に巧してたねませなび b 上部の 
ツメを片側ずつはずず 



下部のツメをはずしてグ□ーブ 
ボックスを取0はずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フイルターケースを取0はずず 


フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換ずる 

「下 UP」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます。 


取り付けるとさは、取〇はずしたとさと逆の手順で取〇付け 
る 


白知識 

■エアコンフィルターの 交換に ついて 

エアコンフィルターは下記の時期を目まに交換してください。 

20.000 km [1 0’000 km 《 ] ごと 
大都市や寒;令地など、交通量や粉じんの多い地区 

■エアコンの風量が減少、したときは 

フイルターの目づまりび考えられますので、フイルターを交換してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 汪意 

■エアコンを 使用ずるときのミち意 

♦フ ィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。必ずフィルターを装着してください。 

♦フイ ルターは、交換するタイプです。 

水洗いやエアブローによる清掃はしないでください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


232 



トラブルび起をた 6 5 


日-1.まず初めに 

故障したとさは . 234 

非常点滅な . 23目 

発炎筒 . 237 

けん引について . 239 

フューエルポンプ 
シャツトオフシステム ...... 243 

イベントデータ 

レコーダー . 244 

己- 2. 緊急時の対処法 

警告丹がついたとさは . 24巳 

パンクしたときは . 248 

エンジンがかからない 

ときは . 261 

シフトレバーが 

シフトでをないとさは ...... 262 

キーをなくしたとさは . 263 

バッテ I 」一げあびった 

とさは . 264 

オーバーヒートした 

ときは . 267 

スタックしたとをは . 269 

車両を緊急停止するには ..... 270 
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己- 1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに下記の指示に従ってください。 

非常点滅口（一 P . 236) を点滅 




させなびら、車を路肩に寄せ停 
車ずる 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に巧 
旦せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、次のことに従ラ 

• 同麦ちを避難させる 

• 車両の已〇 m じ(上後方に発炎 
筒（一 P . 237) と停止表示 
板を置 < か、停止表示灯を使 
用する 

見通しび悪い場合はさ5に後ち 
に置いてください。 

発炎筒は、燃料われの際やトン 
ネル内では使用しないでくださ 
い。 

♦その後、ガードレールの外側 
などに避難ずる 
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■停止表ル板 • 停止表ルなについて 

表示してある有効期限び切れる前に、新しいちのに交換してください。 

♦高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示好の表示び、法律で義務付けられ 
ています。 

♦停止表示板-停止表示なは、トヨタ販売 
店で購入することびでをます。 


停止表示板 停止表示な 







己- 1. まずな]めに 

巧ち点滅な 


事故や故障のとさなどにお使い<ださい。 



スイツチを巧すとすべての方向 
指示灯び点滅し、をラー度巧ず 
と消灯しまず。 


/?\迂 意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用しないでください。 
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己- 1. まずな]めに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障-事故時に非常信号用として使用しま 
ず。 （ トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください） 

発炎時間は約5分でず。非常点滅灯と併用してください。 


日力手席足元の発炎筒を取り出ず 




1 厂] 

] 





本体をまわしなび b 巧さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、ずり薬で発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 

おず車がで使用してください。 
着义させる際は、筒先を顔や体に 
向けないで < ださい。 
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トラブルび起さたら 































5-1. まず初めに 


白知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめ<ださい。有 
効期限び切れると、着火しなかったり、炎びルさくなる場合びあります。 


A 警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 
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5-1. まずな]めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼ください。 
■けん引されるとをは 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 


STY51AC001 



□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大きさ： 

0.3 m 平ち （3 日 cm X 30 cm ) 
上 


I 巧 11131 けん引される車両のエンジンをかける 

エンジンがかからないとをは、エンジンスイッチを "ACC ’’または 
" ON " にしてください。 

屋画1互けん引される車両のトランスファーレバーを H 2 にずる 
固画互けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動なにを意し、□ープをたるませないように 
して < ださい。 
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トラブルび起さたら 











































5-1. まず初めに 


I けん引ずる前に 

次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 

• エンジンはかかるび車び動かない 
• 異常な音びずる 

曰知識 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 

■他車をけん引ずる 



U ヤ側のけん引フックは、自車より軽い車 
をやむを得ず一般路上で□ープによりけん 
引するとをに使用します。 
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已 -1 .まず初めに 


A 警告 

■車 雨を運搬ずるとをは 

駆動系部品び故障したと思われるとさは、必ず4輪を持ちあげて運搬して<だ 
さい。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行5とさは細むのま意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなったりします。 


トラブルび起さたら 







5-1. まず初めに 


A 迂意 

■車 雨の損傷を防ぐために 

けん引するとをはなのことを必ずお守りください。 

♦ワイヤー □-プは使用しない 

♦速度 30 km / h し U 下、距離80 km し U 内でけん弓 I する 

参 前進方向でけん引する 

♦ヴス ペンシヨン部などに□ープをかけない 

上記の速度、距離をこえてのけん引、または後進方向でのけん引をするとトラ 
ンス5ッシヨンに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあります。これらの場 
合は、車両積載車などにより4輪とち持ち上げて運搬してください。 

■長い 下り巧でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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己- 1. まずな]めに 

フユーエルポンプシャツトオフシステム 


エンジン停止時および SRS エアバッグ作動時は、 フユーエル ポンプ 
シャットオフシステムが作動し、燃料供給を停止し、燃料もれを最ル 
限に抑えまず。 


システム作動後にエンジンを再始動ずるには _ 

システムび作動したあと、エンジンを再始動ずるには、次の手順に従つ 
て < ださい。 

国10エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にずる 
国画 回エンジンを再始動ずる 

A ま意 

■エンジンを始動ずる前に 

車両下をよ < 確認してください。 

地面に燃料ちれを見つけた場合は、燃料システムに損傷びあり、修理する必要 
びあります。その場合はエンジンを再始動しないでください。 


トラブルび起さたら 


3 

4 
2 









己- 1. まずな]めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピュータを搭載して 
いまず。このコンピュータは、システムび正常に作動していることを 
診断ずると共に、衝巧のときや衝突に近い状態のときのデータを記録 
ずるイベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずる データ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとをに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランス S ッションのシフトポジション 
• 運転ちおよび目力手席乗員のシートベルト装着の有無 
参運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 

I データの開示について 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を次の場合を除を、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使巧者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づ<場合 

♦統計的な処理を行なラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工 
したデータを研究機関などに提供ずる場合 
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己- 2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


警告'灯が点巧または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のよラに対 
処してください。点归•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


[ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して<ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 

(①） 

ブレーキ 警告な 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとさわ点打します。 
解除後、消なすれば正常です。 


I "ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめを険を招<おそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告打 

警告打名 • 警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 
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トラブルび起さたら 































5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずるとシステムび正しく働かず、思わめ危険や故障を 
招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


警告打-表示打 警告打/表示打名 • 警告内容 


エンジン警告な 


tCG 


が 



因 


A 端よ L 


-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 

SRS エアバッグ/プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 

ABS &ブレーキアシスト警告な 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 

スリップ表示なし卓ぶ J したままのとを） 

• VSC システム異常 
• TRC システム異常 

オートマチックトランス5ッシヨン油溫警告な 

オートマチックトランスミッションフルードの油温異常 


パーキングシステム警告な 

オートマチックトランスミッションのパーキングシステム異常 


、の 


クルーズコント□ール表示な* (点滅したままのとき) 

クルーズコント□ールの異常 （^ P . 136) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











































5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの巧処方法に従って処置し、警告巧び消灯ずるのを 
確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドア、またはバック 

ドアガラスが確実に閉まってい 

ない 

全ドア.バックドアガラスを閉 

める 


W 


燃料残量警告口 

燃料の残量び約11 L 1； ■(下に 
なった 

燃料を補給する 


房 


運転席シートベルト非着田 
警告な（警告ブザー）^ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


PASSENGER ^ 


助手席シートベルト非着用 
警告な（警告ブザー）^ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


&運転席-助手席シー S ベル S 巧着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま速度び約20 km / h しツ上になると警告ブ 
ヴーび30秒間断続的に鳴0ます。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用の 
ままだと、ブヴーの音び変わ0目0秒間鳴0ます。 

白知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦柔員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検巧して 
警告巧び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび柔員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あ0ます。 
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トラブルび起さたら 

































5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 200を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ちあげる前に 

• 地面び固く平 b な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■工具-ジャッキ-スペアタイヤの位置 




248 












































5-2. 緊急時の対処法 


[ジャッキ.工具の取り出し方 



フタを取りはずし、固定バンドを 
はずず 



ジヤツキをゆるめて取りはずず 
n 締まる 
0ゆるむ 


スペアタイヤの取り出し方 



ボルトカバーを取りはずず 
n ボルトカバー 
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トラブルび起さたら 




















































5-2. 緊急時の対処法 



レンチを使用してホイールカバー 
のボルトを取りはずず 
(一 P ' 248) 



ホイールカバーを取りはずず 



ナットをゆるめて、スペアタイヤ 
を取りはずず 


2已〇 





























5-2. 緊急時の対処法 


1パンクしたタイヤの交換 



►アル S ホイール装着車 



►スチールホイール装着車 



輪止め X ’をずる 


ノてンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪ラしろ 

ち側 

左側後輪5しろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


^輪止めは、トヨタ販売店で購入ずる 
ことびでをまず。 


センターオーナメントをはずず 
ホイールキャップレンチを図のよラ 
に挿し込んで、センターオーナメント 
をはずします。 

傷び付くのを防ぐため、図のように巧 
などを巻いて保護してください。 


センターオーナメントをはずず 
ホイールキャップレンチを図のよラ 
に挿し込んで、センターオーナメント 
をはずします。 

傷び付くのを防ぐため、図のように巧 
などをきいて保護してください。 












































5-2. 緊急時の対処法 



固画囚ジヤツキ八ンドルを組み付ける 


工具袋か日ジヤツキ八ンドル-ジヤツキ八ンドル延長バー-ジヤツキ八ンド 
ルノ（一を取0出し、巧の手順で組み付けます。 



n ボルト （2 本）•ネジ部 （1 力巧） 
をジヤツキ八ンドルおよびドラ 
イバーを使用してゆるめる 



0ジャッキ八ンドル延長バーと 
ジャッキ八ンドルバーを組み付 
け、ボルト （2 本）を締め付ける 

ボルトびしっか0と固定されている 
ことを確認しまず。 


2已2 




























5-2. 緊急時の対処法 






STY52ACE08 



且ジャッキ八ンドル延長バーと 
ジャッキ八ンドルを組み付け、 
ネジ部 （1 力所）を締め付ける 

ネジ部びしっか0と固定されている 
ことを確認します。 


組み付けたジャッキ八ンドルを 
ジャッキ巧部に挿し込みジャッキ 
セット位置にジャッキをかける 

n フ□ント 
旦 U ャ 

ジャッキは平5な位置にセットして 
<ださい。 

タイヤび地面か5かし離れるま 
で、車体を上げる 

U ヤアクスル八ウジングにジャッキ 
をセットずるときは、ジャッキ上部の 
溝と、八ウジングを合わせるようにし 
て < ださい。 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にします。 
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トラブルび起さたら 


























































5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 



► 17インチアルミホイール装着車 




ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接軸面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ0ます。 


タイヤを取0付け、タイヤががた 
つかない程度まで手でナツトを仮 
締めする 

ナツトの座金びホイールに軽くあた 
るまでまわします。 


タイヤを取0付け、タイヤががた 
つかない程度まで手でナツトを仮 
締めする 

ナツトのテーパー部がホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわしま 
す。 


2已4 































5-2. 緊急時の対処法 


タイヤを取り付け、タイヤががた 
つかない程度まで手でナツトを仮 
締めする 

ナツトのテーパー部がホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわしま 
す。 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

113 N • m (1 1已2 k 旨 f - cm ) 



► 20 インチアルミホイール装着車 




トラブルび起さたら 


已 

已 

2 






























5-2. 緊急時の対処法 


►1 7インチアルミホイール装着車 



I タイヤ-シャツキ - IL 具の収納 

图 im 取りはずしたときと逆の手順でパンクしたタイヤを取り付ける 
締め付けトルク： 

60 N • m (61 1 kgf - cm ) 



取りはずしたとさと逆の手順でホ 
イールカバーを取り付ける 

n ボルトを締め付ける 

締め付けトルク： 

14 N • m (1 40 kgf • cm ) 


2已6 


固画回工具-ジャッキをちとどおりに収納ずる 






























5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■スペアタイヤについて 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 277) 

♦ 20 インチアル5ホイール装着まは、応急用タイヤになります。でさるだけ 
早く通常のタイヤと交換してください。 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守0 < ださい。 

♦ジャッキは タイヤ交換-タイヤチェーン取り付け-取りはずし lii がの目的で 
使用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびできないため、他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

♦ジャ ッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャ ッキで支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャ ッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を乗せたまままを持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にちのを載せない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし i (上に上げない 
♦まの 下にちぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 
車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよラを意してください。 


吕已7 


トラブルび起さたら 







5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦なの ことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

. スペアタイヤは、ジャッキアップする前に格納具から取りはずしておく 
-センターオーナメントは直接手をかけて取らない 
取り扱いには十分にま意してください。けびをするおそれびあります。 

-走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため 
タイヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびありま 
す。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

-ホイールの交換後はすぐに113 N • m (1152 kgf • cm) の力でナット 
を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナットを取り付けるとをは、必ずテーバー部を内側にして取り付ける 
UP. 203) 

■応急 用タイヤを使用ずるときは （24 己/巨 0 R 20 107 H 装着車） 

♦お客様の お車専巧になっているため、他のまには使用しないでください。 

♦同時に 2つし:!上の応急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速-急ブレーキ-急減速-急旋回は避けて<ださい。 

■スペアタイヤを 収納ずるとをは 

ボディとスペアタイヤとのあいだに、指などを挟まないよラにま意してくださ 

し、。 


2已8 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は （24 已 /60 R 20 107 H 装着車） 

正確な車両速度び検出でをない場合びあ0、なのシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS 

♦ブレーキ アシスト 

• VSC 

•TRC 

♦アクティブ トラクシヨンコントロール* 

♦クルーズ コント□ール* 

♦ク U アランスソナー 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4WD システム 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 (245/60 R 20 1 07 H 装着車） 

庇急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h し i (上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びありを険です。 

■工具- ジャッキを使用したあとは 

走行前に化ず、指定の場所に確実に収納して<ださい。車室内などに放置する 
と、急ブレーキ時などに工具類び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれびあ 
りを険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

吕已9 


トラブルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 



A 迂意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でも、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 
■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 （24 已 /60 R 20 107 H 装着車） 

庇急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で後輪びパンクした場合は、応急用タイヤを後輪として使用せず、 
前輪に使用し、はずした前輪を後輪につけてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 


呂巨〇 






5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 109)に従っても、エンジンがかか 
5ないとさは、巧のことを確認してください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンびかか5ない 
喊 n 

次の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 109)に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

• エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びあり 
ます。（一 P . 69) 

■ スターターびゆっくりまわる/室内な •へッ ドライトが暗い/ 
ホーンの音びルさい、または鳴5ない場合 

なの原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 264) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターびまわ5ない/室内な- へッ ドライトが点なしな 
い/ホーンが鳴らない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦ ノ（ッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 264) 

処置のしかたびねか5ないとを、あるいは処置をしてちエンジンびかか5な 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


トラブルび起さたら 




5-2. 緊急時の対処法 

シフトレバーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーがシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、巧の方法でシフトレバーをシフトずるこ 
とびでさまず。 

I 巧 I 到 M I ノ（ーキングブレーキをかける 

眉 1 H 互エンジンスイッチを " ACC " または " ON " にずる 
I sail 31 ブレーキ ペダルを踏む 



シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだは、レ 
バーを シフトできます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 

(一 P . 24) 




5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーびあびつたとをは 


バッテリーがあびつた場合、巧の手順でエンジンを始動ずることびで 
さまず。 

ブースターケーブルと ]2 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 


国画 m ボンネットを開ける（一 P . 204) 
lsiW2l ブースターケーブルを次の順につなぐ 



なぐ 

0 赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ 
U —の+端モにつなぐ 

□ 黒色のブースターケーブルを救援車のノ（ッテ U —の一端モにつ 
なぐ 

□黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —か b 離 
れた、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 

国画互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ1」一を充電ずる 

I ミ 11141 救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチを 
いったん " ON " にしてか日、自車のエンジンをかける 
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5-2. 緊急時の対処法 


Ifillsl 自車のエンジンび始動した5、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


口知識 

■バッテリーあげり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやエアコンの電源を切って<ださ 
い。 

♦お蒲などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーがあげつたとさは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ1」一の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ U- は走行中に自動で充電されます） 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブースター ケーフルは正しい端テまたは接続箇所しがIに接続しない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶巧に接触させない 

♦バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことをぶ、 
ずお守0< ださい。 

♦バッ テ U -を取り扱うときはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 巧服 • 車体 
に付着しないようにする 

♦お 要し U 上に、顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあてて 
ぉ< 

♦誤って バッテ1」一あを飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

♦バッ テ1」一の支柱-ター=ナル.その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
♦お 子さまをバッテ1」一に近付けない 


A 迂意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、冷却フアンやベルトに 
巻さ込まれないよラに十分ま意してください。 


呂巨巨 







己- 2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才一八’ーヒートしたと さは： 

国圆[で車を安全な場所に止め、ェアコンを止める 
国画互ェンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止ずる。蒸気び出な<なった5、注意してボ 
ンネットを開け、ェンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま、注意してボンネットを開ける 
国画回ラジェーターを却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてか日ェンジンを停止ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 

ェンジンび十分に;ちえてから、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水ちれを点 
検ずる 


;令却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる 

を却水びない場合は、応急措置と 
して水を浦給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 _ _ 

■才ーバーヒートとは 

なの状態びオーバーヒートです。 

♦メーター内の水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び低下する 
♦エンジンルームから蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になつているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦エンジンび かかつているとさは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
い。 

♦ボンネット （一 P. 204)のま意事項ち併せてお読みください。 

♦エンジン およびラジエーターび熱いラちはラジエーターキャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびあ〇を険です。 


/ K 迂意 

■を 却水を入れるときのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友0ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けな 
くなったとさは;欠の方法で脱出してください。 

固画 H パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止ずる 

国画 回タイヤ前後の±や雪を取り除< 

固画互タイヤの下に木や石などをあてびラ 
國画互エンジンを再始動ずる 

I ゴ M 5| シフトレバーを D または R に確実に入れ、パーキングブレー 
キを解除 してを意しなび b アクセルを踏む 

TRC . VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC または VSC を停止 
してください。 （^P. 153) 


A 警告 

■脱出ず るときは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ものまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


/ K 迂意 

■ トランスミッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転ずるのを避け、必要しツ上にアクセルペダルを踏まないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車が止ま5な<なったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

国画でブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルをく0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離わ長くな0ます。 

周 画の シフトレバーを N に入れる。 


►シフトレバーび N に入った場合 
国画!]減速後、車を安全な道路協に停める。 
I ミ 3 MI 4 I エンジンを停止ずる 


►シフトレバーび N に入日ない場合 

国画互ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 



エンジンスイッチを" AC 巳"に 
して、エンジンを停止ずる。 


固画!互車を安全な道路協に停める。 


A 警告 

■走 巧中にやむを得ずエンジンを切るとさは 

♦ブレーキの 効をび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコントロール 
びしにくくなりを険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてく 
ださい。 

♦キーを 抜くと八ンドルび□ックされるため、キーは絶対に抜かないでくださ 
い。 
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ま両仕様 6 


6- 1.仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(指定燃料- 

オイル量など） . 272 

日- 2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 279 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 指定燃料 • オイル量など） 


使用ずるオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左ちされま 
ず。 

トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正オイル•液類に(外を使用される場合は、トヨタ純 
正オイル-液類に相当ずる品質のちのをご使用ください。 


L 燃料 


指定燃料 

容量 [L] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ U ン 

72 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 


銘柄 

容量 [ L ] (参考値’ XI ) 

オイルのみ交換 

オイルと 

オイルフィル 

ター 交換 

トヨタ純正モーターオイル SN 0 W -20 ‘x 2 
(API SN . RC/ILSAC GF - 己 , SAE OW -20) 

トヨタ純正モーターオイル SN 已 W -20 
(API SN . RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 已 VV -20) 

トヨタ純正モーターオイル SN 5 W -30 
(API SN , RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 已 VV -30) 

トヨタ純正モーターオイル SN lOW -30 
(API SN . RC/ILSAC GF - 己 , SAE 1 OW -30) 

トヨタ純正モーターオイル SM OW -20 
(API SM . EC SAE OW -20) 

トヨタ純正モーターオイル SM 已 W -30 
(API SM . EC SAE 已 W -30) 

トヨタ純正モーターオイル SM lOW -30 
(API SM . EC SAE 1 OW -30) 

己.7 

6.1 


^エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖 
気後に停止し、巳分!; Lb 経過してか日レベルゲージで行ってください。 

0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 


車両仕様 
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■指定エンジンオイル 

API 規格 SN/RC、SM/EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしま 
す。なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION 
ルサックサーティフイケーシヨン）マークび付いていまず。 



□API マーク 

日 ILSAC CERTIFICATIONS-^ 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使巧ください。 


SAE 0W-20( 巧奨 ) * * 


I r 


rr 


IT 


SAE 10W-30 


r I I I 

-30 -20 -10 0 10 20 


外気お(で） 


30 40 

ITIOIL02 


• OW-20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルでず。 

オイル粘度について（例として 0W-20 で説明しまず）： 

• 0W-20 の 0W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の前 
の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易になりまず。 

• 0W-20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。 

粘度の高い（数値び大さい）オイルは高速または重負荷走行に適して 
います。 
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6-1 .仕様一! 


[与ジ 1— 夕一 


銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度300/〇—12て： 

濃度己日〇/〇 —3己て： 

白.8 


[才ートマチックトランスミッション 


銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値’ X ) 

トヨタ純正オートフルード WS 

10.7 


&交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


[デイファレンシャル 


I トランスファー 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正トランスファーギヤオイル LF 
(SAE 7己 W ) 

1.0 


銘柄（推奨粘度） 

項目 

容量 [ L ] 
慘考値） 

トヨタ純正デイファレンシャルギヤオイル LT 
(API GL - 己 SAE 7己 W -8 己） 

フ□ント 

1.已已 

U ャ 

ノーマル 

2.50 

デフ□ック付き 

2.4 己 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


I パワーステアリング 


銘柄 

容量 [L] 

慘考値） 

トヨタ純正パワーステア1」ングフルード 

1.0 


I ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 


銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500H 


■ブレーキペタル 


項目 

基準値 [mm] 

遊び 

1〜目 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 1 

己4 


エンジン回転時に49日 N (50 k 旨 f) の踏力をかけたときの床板とのすを間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力19己 N (20k 目りのとをのノッチ数※2 

己〜7 


ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


ンオツソヤ— 

容量 [L] (参考値） 1 4.8 
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^LED は、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


■タイヤ.ホイ—ル 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤが冷えているとを 
の空気圧 
kPa (k 旨/ cm ピ） 

前輪 

後輪 

26己/ 70R 17 11己 S 

17 X 7.己」 

220 
に. 2) 

220 
に. 2) 

24己/ 60R 20 107 H 

20 X 7 J 

220 
に. 2) 

220 
に. 2) 

応急田タイヤ （24 己/ 60R 20 107 H 
装着車） 

26己/ 70R 17 11己 S 

17 X 7.己」 

220 
に. 2) 

220 
に. 2) 


電球 

W (ワット）数 


へツドライト 

60/ 

/已已 


フロントち向指示兼非常点滅な 

21/己 


車幅灯 

己 


サイド方向指示兼非常点滅灯 

己 

車外 

U ャ方向指示兼非常点滅な 

16 

制動灯/尾灯 

21 

/己 


後退な 

16 


U ヤフォグライト 

21 


ノ、イマウントストツプライト 

LED * 


番号な 

己 


パーソナルライト 

8 

車内 

フ□ントインテ U アライト 

8 


U ヤインテ U アライト 

8 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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I 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

GSJ15W 

1GR-FE (4.日1_ ガソ U ン） 

4WD (4 輪駆動） 










お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備び付いていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることができま 
ず。 

機能によっては、イ也の機能と連動して設定びかわるちのちあります。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ワイヤレス 

ドア□ック 
巧） 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 
間 

3日秒 

60秒 

120砂 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

半ドア警告ブヴー 

あ0 

なし 

イル5ネーシヨン 
(^P. 17己） 

消打までの時間 

1已砂 

7. 已秒 

吕日砂 

エンジンスイッチ" LOCK" 

後の作動 

あ0 

なし 

解錠時の作動 

あ0 

なし 


6-2 .カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一質 


車両仕様 
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6-2. カスタマイズ機能 
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さくいん 


略語一覧 . 282 

五十音順さくいん . 283 

症状別さくいん . 293 
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略語一覧 

アルフアベツト略語一覧 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

4 WD 

4ホイールドライブ 

A/C 

ェアコン 

A 巨 S 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

AI - SH 1 FT 

アーティフィカルインテ U ジェンスシフト 

A-TRAC 

アクティブトラクシヨンコント□-ル 

ECU 

エレクト U ックコントロールユニット 

INT 

インター5ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント n —ル 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


因 




アームレスト . 

188 


ウオツシヤー 


アウターミラー 



あの補給 . 

227 

mm . 

…已曰 


スイッチ . 129, 

131 

= ラーヒーター . 

170 


タンク容量 . 

27巨 

アクティブトラクシヨン 



をの前の準備•点検 . 

159 

コント□ール . 

147 


運転 


アクティブへッドレスト . 

...42 


寒;令時の運転 . 

159 

アクセサリーソケット . 

187 


正しい姿勢 . 

...70 

アクセスドア . 

...30 


手順 . 

100 

アンチ □ッ クプレーキ 



運転席シートベルト 


システム （A 巨 S ) . 

1 已 2 


非着用警告丹 . 

247 

アンテナ . 

172 

曰 

エアコン 


イグーッシヨンスイッチ . 

109 


フィルターの交換 . 

229 

イモビライザーシステム . 

...69 


マーユアルエアコン . 

164 

イル S ネーテッドエントリー 



エアバッグ 

システム . 

177 


一般的な警告 . 

...77 

インテ IJ アライト 



SRS エアバッグ . 

...72 

W 数 . 

277 


おテさまのためのを意 . 

...77 

スイッチ . 

176 


カーテンシールド 


インナー S ラー . 

... 已 8 


エアバッグに関する警告.… 

カーテンシールド 

...77 

ウインカー（方向指示打） 



エアバッグの作動を件 ........ 

...73 

W 数 . 

277 


改造-廃棄について . 

... 扫〇 

電球の交換. . 

207 


警告な . 

246 

ち向指示レバー.………............ 

]] 已 


サイドエアバッグに 

ウインドウ 



関する警告 . 

...77 

ウォッシ巾一.. .............. 129. 131 


サイドエアバッグの 


パヮーウィンドウ . 

...64 


作動条件 . 

...73 

U ャウインドウ 



正しい姿勢 . 

...70 

デフォッ ガー . 

170 


配 S . 

...72 

ウインドウ□ックスイッチ ........ 

...64 


フ□ント SRS エアバッグの 


ウォーニングライト（警告打）.. 

24已 


作動条件 . 

...73 
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五十音順さ < いん 


エンジン 

イグこッションスイッチ ........ 109 

エンジン回転計 

(タコメーター） . 119 

エンジンびかからない . 2日] 

エンジン警告な . 246 

エンジンスイッチ . 109 

オーバーヒート . 267 

かけち . 109 

ボンネット ............................... 204 

エンジンイモビライザー 

システム . 69 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検...…………]已9 
容量… ....... .………………………….273 

エンジンスイッチ 

操作方法 . 109 

巧 ォィル 

油脂類の容量と銷柄 . 272 

応急用タイヤ 

格納場戸斤 . 248 

空気圧 ... 277 

交換ち法 . 2已1 

取0出し方... ..... .………………….249 

スペアタイヤ ...... ………………...248 

オート7チック 
トランスミッション （A/T) 
オートマチックトランス 
ミッション .....……………. .......112 

シフトレバーび 

シフトでさない . 262 

才ーパ’ーヒート（エンジン） ....... 267 


オープナー 

給油口.………… . 66 

ボンネット . 204 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ…… .64 

エアバッグに関する警告 . 77 

おモさまのシートベルト 

着巧 . 54 

キーの電池に関する警告 ........ 22日 

子供専用シート . 81 

シートベルトに関する警告 ....... 已已 

チャイルドシートの固定 . 90 

発炎筒の取り扱いに関する 

警告.…….…… . 238 

バックドアに関する警告 ...........34 

バックドアガラスに 
関する警告………….……………….38 
バッテ U —に関する警告 ........ 266 

パワーウインドウに 

関する警告 . 6已 

オドメーター（積算距離計） ........ 119 

0力-テンシ-ルドエアバッグ . 7吕 

カスタマイズ機能 . 279 

ガソリンスタンドでの情報 . 吕96 

カップホルダー . 180,181 

善冷時の運転 . 1曰9 
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五十音順さ < いん 


曰キ- 


キー... . .…………………..24 

キーナンバー . 263 

キーナンバープレート . 24 

キーの構成 . 24 

キーの電池び切れた . 22巳 

キーレスエント U — . 2已 

キーをな< した . 263 

電池交換 . 2吕巳 

ワイヤレスドア□ック ............... 2已 

ワイヤレスリモコン .................. 2已 

給油 □. 66 

緊急時の対応 

エンジンびかからない…………2臣] 
オーバーヒートした ............... 267 

キーの電池び切れた . 22巳 

キーをな< した . 263 

警告巧びついた . 24巳 

けん弓1 . 239 

故障したときは . 234 

シフトレバーび 

シフトでさない . 262 

車両を緊急停止する ............... 270 

スタックした .. 2巨9 

発が筒 . 237 

バッテ U —びあびった…………2巨4 

パンクした. . ………………..248 

非常点滅阿... ............................ 23目 

B 空気圧（タイヤ） . 277 

空調（エアコン） 

フィルターの交換 . 229 

マニュアルエアコン . 164 

区間距離計 

(トリップメーター） . 119 


曇り取り 

フ□ントガラス .] 目已 

S ラーヒーター .........170 

U ャウインドウ 

デフォッガ~ . 170 

クリアランスソナー . 138 

クルーズコント□ール . 134 

グ□ーブボックス . 179 

ra 計器（メ-夕-) 

表示の切0かえ . 120 

メーター . ]1曰 

メーター照度調整 . 120 

警音器（ホーン） . 118 

警告灯 . 122 

警告打による警告 

ABS S ブレーキアシスト ...... 246 

SRS エアノくッグ.………….24巨 

エンジン . 246 

オート7チック 

トランスミッション . 24巨 

シートベルト非着用 . 247 

充電 . 24已 

燃料残量 . 247 

半ドァ . 247 

プリテンショナー . 246 

ブレーキ . 24已 

警告ブザー 

キー抜を忘れ . 110 

ク U アランスソナー . 138 

シートベルト非着用 . 247 

半ド'ア .........2 已 

ブレーキ . 148,154 

U バース . 113 

化粧用（バニティ）ミラー . 18已 

けん引 . 239 
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五十音順さ < いん 


曰交換 

エアコンフィルター ........ …….229 

キーの 電池 . 22 巳 

タイヤ . 2己] 

電球 . 207 

ヒューズ . 218 

工具（ツール) . 248 

光軸調整ダイヤル . 12巨 

後退灯（バックアップライト） 

Wiil. . .. 277 

電球の交換………… ................... 207 

ル物入れ .183. 192 

子供専用シート . 81 

巧 サイド王アバッグ . 72 

サイドターンシグナルライト 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

方向指示レバー .]] 已 

サイド方向指示兼非常点滅口 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

方向指示レバー ..]] 已 

サンバイザー . 184 

H シ-卜 

テ供専巧シート ..........................81 

正しい姿勢.……… .................. ……70 

チャイルドシートの固定 . 曰0 

手入れ .] 曰7 

フ□ントシート . 42 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 43 

へツドレスト . 巳0 

U ヤシート . 44 


U ヤシートの操作に 
関する警告…………………………. .48 

シー トベルト 

おテさまの着用 . 已4 

格納のしかた . 44, 49 

緊急時シートベルト 

固定機構 . 已4 

シートベルト非着用警告な.…247 
シートベルト 

プ U テンショナー . 已3 

清掃-手入れ . 1曰8 

正しい着用 . 巳2 

チャイルドシートの固定 . 90 

調整 . 已3 

妊娠中の方の着用 . 已4 

室内灯 

W 数 . 277 

イル S ネーテッドエント U — 

システム . 177 

インテ U アライト . 176 

自動消灯機能 . 177 

パーソナルライト . 176 

シフトレバー 

オート7チックトランス 

ミッション . 112 

シフトレバーび 

シフトでさない . 262 

シフト□ックシステム . 262 

車速 

スピードメーター . 119 

ジャッキ . 248 

ジャッキ八ンドル . 248 

車幅灯 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

ライトスイッチ . 12已 
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五十音順さ < いん 


車両カスタマイズ機能一覧 . 279 

車両型式 . 278 

車両仕様（スペック） . 272 

収納装備 . 178.191 

手動光軸調整ダイヤル . 12巨 

助手席シートベルト 
非着巧警告な . 247 

巧 水温計 . 119 

スイッチ 

アクティブトラクシヨン 
コント□ール.……… .............. 147 

イグこッシヨン . 109 

ウインドウ□ック ...................... 64 

A-TRAC ................... 147 

エンジン . 109 

ク U アランスソナー . 139 

クルーズコント□ール . 134 

ドアミラー . 59 

ドァ□ック . 27 

時言十調整 . 186 

パヮーウィンドウ . 64 

非常点滅打... ............................ 23目 

VSC OFF.. . ....] 已3 

フ□ントワイパー 

デアイサー . 133 

ミラーヒーター . 170 

ライト . 12已 

U ヤウィンドウ 

デフォッガー . 170 

U ヤデフ□ック . 149 

U ヤフォグ . 128 

ヮィパ ー& 

ウオッシャー . 12日.131 


乂夕一夕一 

エンジンの始動 . 109 

スターターがまわらない ........ 261 

スタック 

スタックした . 269 

ステアリングスイッチ . 171 

ステアリングホイール（八ンドル） 

ステア U ング□ック . 110 

調整 . 已7 

ストップライト（制動灯） 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

スピードメーター(速度計） ........ 119 

スペアタイヤ 

応急用タイヤ . 248 

格納場所 . ..248 

空気圧…….. ............................. ..277 

交換方法 .. 2已] 

取0出しち . 249 

スペック（車両仕様） . 272 

ち清掃 

外装 . 194 

シートベルト . 198 

内装 . 197 

制動打（ストップライト） 

W 数.. .. . .. 277 

電球の交換 . 207 

積算距離計（オドメーター） ........ 119 

洗車 . 194 

前照打（へッドライト） 

W 数.……….………….. . 277 

手動光軸調整ダイヤル . 126 

電球の交換 . 207 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 127 

ライトスイッチ . 12已 
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五十音順さ < いん 


日 

速度計（スピードメーター）… 

...119 

百 

手入れ 





外装 . 

. 194 

巧 

ターンシグナルライト（方向指示灯） 


シートベルト . 

. 198 


W 数 . 

… 277 


醋 . 

. 197 


電球の交換 . 

… 207 


テールライト（尾灯） 



方向指示レバー . 

...115 


W 数 . 

. 277 


タイヤ 



電球の交換 . 

. 207 


応急用タイヤ . 

… 248 


ライトスイッチ . 

. 12 已 


空気圧 .. 

...277 


デッキフック . 

. 191 


交}奥 . 

...2 己] 


デフォッガー 



スペアタイヤ ....................... 

...248 


フ□ントガラス . 

. ]6 已 


チェ —ン . 

... ] 已呂 


=ラーヒーター . 

. 170 


点検…...… .. 

...200 


U ャウインドウ 



パンクした… ........................ 

...248 


デフォッガ~ . 

.......... 170 


冬用タイヤ……………………… 

... ] 已 9 


電球（バルブ） 



□ーテーシヨン . 

… 200 


W 数..…… ....................... 

..........277 


タコメーター 



交換...….... …… ................ 

…… ....207 


(エンジン回転計） . 

...119 


点検*部品交換 . 

. 204 

日 

チェーン（タイヤチェーン）… 

... 1已9 

E 

ドァ 


チャイルドシート 


アクセスドア . 

. 30 


侶 OFIX バーでの固定 . 

…… 曰 2 


ドアガラス . 

. 64 


シートベルトでの固定..…... 

......92 


ドァ= ラー . 

. 已曰 


駐車ブレーキ 



ドァ□ック . 

. 27 


(パーキングブレーキ） . 

...116 


バックドァ . 

. 32 

己 




半ドァ警告灯 . 

. 247 

ッール（工具) . 

...248 


半ドァ警告ブヴー . 

. 2 巳 




フ□ントドア . 

. 27 





U ャドァ . 

30 
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五十音順さ < いん 


ドアガラス . 64 

ドア巧一 

調整 . 59 

ミラーヒーター . 170 

盜難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 目曰 

時計 . 186 

トップテザーアンカー . 90 

トラクシヨンコント□ール 

( TRC ). 1已2 

トランスフアーレバー . 144 

トリップメーター 

(区間距離計) . 119 

因荷物 

積むとさのを意 .] 已7 

ラゲージルーム内装備 . 191 

囚 ネットフック . 191 

燃料 

ガソリンスタンドでの情報.... 29巨 

給油 . 66 

種類 . 272 

燃料計 . 119 

燃料残量警告灯 . 247 

容量 . 272 


IP パ-キングブレ-キ 

(駐車ブレーキ） . 116 

パーソナルライト 

W 数 . 277 

スイッチ . 176 

八イ7ウントストップライト 

W 数 . 277 

電球の交換 . 216 

八ザードライト（非常点滅丹） 

W 数 . 277 

スイッチ . 236 

電球の交換 . 207 

発炎筒 . 237 

バックアップライト（後退丹） 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

バックドア 

施錠-解錠 . 32 

バックドアガラス . 37 

バックドアステー . 33 

バックドアガラス 

開け方 . 37 

バッテ IJ - 

バッテ U —あが0を 

防ぐために . 2巨已 

バッテ U —があびった . 264 

冬の前の準備-点検 . 1已9 

バニティ（化粧用）ミラー . 18已 

バルブ谭球） 

W 数 . 277 

交換 . 207 

パワーウインドウ . 64 
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五十音順さ < いん 


パンク 

パンクした…… ... ….…248 

番号灯（ライセンスプレートライト） 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

ライトスイッチ . 12巳 

半ドア警告巧 . 247 

半ドア警告ブザー . 2已 

八ンドル（ステアリングホイール） 
ステア U ング□ック]0 
調整…. .........................................57 

巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□-ル （VSC). 1已2 

ヒーター 

マニユアルエアコン . 164 

S ラーヒーター . 170 

非常点減灯（八ザードライト） 

W 数 . 277 

スイッチ . 23巨 

電球の交換 . 207 

尾灯（テールライト） 

W 数….………..… .... …277 
電球の交換………………..……..…207 
ライトスイッチ..……...............125 

ヒューズ . 218 

表示な . 122 

表示灯による警告 

クルーズコント□-ル 

表示灯 . 136, 24日 

ス U ップ表示灯 . 24日 


つック 

けん引フック . 239 

デッキフック . 1曰] 

ネットフック . 191 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 243 

冬用タイヤ . 1曰9 

ブレーキ 

警告な . 24已 

パーキングブレーキ . 116 

ブレーキ付近から 
キーキー音び聞こえる………104 

；><ンテナンスデータ . 272 

ブレーキアシスト . 1曰2 

フ□アマット . 189 

フ□ントカップホルダー . 180 

フ□ントシート 

調整.………………………………………42 
フ□ントシートの調整に 
関する警告 . 43 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

方向指示レバー . 11已 

フ□ントち向指示兼非常点滅な 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

方向指示レバー . 11已 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 133 
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五十音順さ < いん 


H ヘッドライト（前照打） 

W 数... .. . ... 277 

手動光軸調整ダイヤル . 126 

電球の交換 . 207 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 127 

ライトスイッチ . 12巳 

へッド‘レス . 曰0 

巧 ホイール . 200 

ホイールナットレンチ . 248 

方向指示打（ウインカー） 

... 277 

電球の交撰 . 207 

方向指示レバー .]] 已 

方向指示レバー . 11已 

ホーン（警音器) . 118 

補助確認装置 . 62 

ボトルホルダー . 182 

ボンネット . 204 

因ミラ- 

インナー S ラー . 已8 

ドアミラー . 已9 

バニテイミラー . 18已 


^3 メ-夕-（計器) 


表示の切0かえ . 

…120 

水ーター . 

…119 

;><一夕一照度調整 . 

…120 

メンテナンスデータ . 

.….272 

ユーザーカスタマイズ機能 ..... 

.….279 

油脂類 . 

.….272 


4WD システム . 144 

ライセンスプレートライト（番号巧） 

W 数………. .. 277 

電球の交換 . 207 

スイッチ . 12已 

ライト 

W 数 . 277 

インテ U アライト . 176 

室内な一覧 . 17已 

電球の交換 . 207 

パーソナルライト . 176 

非常点滅口 . 236 

へツドライト . 12已 

方向指示口 . 11已 



補助確認装置 . 62 

ミラーヒーター . 170 


U ヤフォグ . 128 

ライト消し忘れ防止機能 . 127 

ラゲージルーム 


ル物入れ . 192 


デッキフック . 1曰1 

ネットフック . ....191 
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五十音順さ < いん 


m リヤウインドウデフォッガ- ..... 170 Q ワイパ- 


リ ヤカップホルダー . 181 

U ヤシート . 44 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 277 

電球の交換 . 207 

ち向指示 レバー .]] 巳 

リヤデフ□ック . 149 

U ヤドア . 30 

リヤち向指示兼非常点 減 巧 

W^....... 277 

電球の交換. . 207 

方向指示 レバー ..]] 已 

リヤフォグライト 

W^....... 277 

スイッチ . 128 

電球の交撰 . 207 

リヤワイパー . 131 

回 ルームライト（室内口） 

W 数 . 277 

スイッチ . 176 

ra ;令却* 

冬の前の準備-点検.………..…1已9 

mm ... . .. ……………… ...27 已 

;令却装置 

エンジンオーバーヒート… ..... 267 


巧 □ッッ 

ウインドウ□ツク . 64 

シフト□ツクシステム . 262 

ドア□ック . 27 


フ□ント . 129 

U ャ . 131 

ワイパーデアイサー . 133 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 22已 

リモコン . 2巳 
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症状別さ < いん 

症が別を<いん 


タイヤびパンクした 



バンクしたときは 


エンジンびかからない 


P . 261 

エンジンびかか5ないとさは 

P . 69 

エンジンイモビライヴーシステム 

P . 264 

バッテリーびあびったときは 


シフトレバーび動かない 


P . 262 


シフトレバーびシフトできない 
とをは 


水温計の針び \ 

ホいゾーンに入った ノ 

P . 267 

オーバーヒートしたとをは 


エンジンルームから \ 

蒸気び立ちのぼった ノ 



キーを なくした > 

P . 263 

キーをな<したとさは 


八‘ッテ U —があがった 



バッテリーびあびったとさは 


ドアが施錠でさない 


P .27 

ドア 

P .3 日 

アクセスドア（リヤドア） 

P .32 

バックドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P . 269 

スタックしたとをは 


警告打び点灯-点滅した > 

P .24 巳 

警告灯びついたとさは 
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症状別さくいん 


■ メーター 
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症状別さ < いん 


■警告一覧 


(の) 

ブレーキ 警告な 

P . 24已 

口 

充電警告な 

P . 24巳 


油圧警告な 

P . 24已 

to 

エンジン警告灯 

P . 246 

が 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨ ナー 警告な P . 吕4已 

(©) 

A 目 S & ブレーキ アシス h 
警告な P . 246 

国 

ス U ップ表示好 
(点な時） P . 24已 


At 細 L 

オート7チックトランスミッ 
シヨン油温警告丹 P . 24巨 

A/T P 

パーキングシステム 
警告灯 P . 246 


クルーズ コント □ール 表 
示な（点滅時） P . 246 

を 

半ドア警告な 

P . 247 

の 

燃料残量警告な 

P . 247 

房 

運転席シートベルト非 
着用警告な P . 247 

PASSENGER ^ 

助手席シートベルト非 
着用警告な P . 247 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてありまず。 


ボンネットフック 


P . 204 


総由 □ 


P . 巨6 



燃料の容量（参考値） 

72 L 

燃料の種類 

無鉛レギュラーガソ U ン 

タイヤがをえている 
とさの空気圧 

タイヤサイズ 

前輪 後輪 

2巨已 /70 R ]7 ] ]已3 

220 (2.2) kPa ( l < 邑 /cm う 

24巳/ 60 R 20 107 H 

応急巧タイヤ 

(24 己/ 60 R 20 ]07 H 装 

着車） 

26已 /70 R ]7 ]15 S 


エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 .5.7 L 

オイルとフィルター交換時 . 日.1 L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタ純正モーターオイル 

- SN 日 W -20( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 己 , SAE 0 W -20) 

- SN 已 VV -2 日 ( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 已 VV -20) 

- SN 5 W -30 (API SN , RC/ILSAC GF -5, SAE 已 W -3 日） 

- SN 1 日 W -30( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 己 , SAE 1 日 W -3 日） 

- SM 日 W -2 日 (API SM , EC SAE OW -20) 

- SM 已 VV -3 日 (API SM , EC SAE 已 VV -3 日） 

- SM 1 日 W -3 日 (API SM , EC SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

130800 - 700-7700 

オープン時間3日日曰日:0日〜18;日0 

所在地〒化日- 0(][)2 名古屋巿中村区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http;// 而 w.toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社: 

http://toyota.Jp 
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